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１．取組みに至る経緯と事業の目的・趣旨 

「地域資源∞全国展開プロジェクト（正式名称：小規模事業者新事業全国展開支援事業）」は、

地域の小規模事業者が地元の商工会議所等と協力・連携して、全国市場をターゲットに行う新た

な特産品や観光資源開発の取り組んで行くことを総合的に支援する中小企業庁の補助事業事で、

日本商工会議所が各地の商工会議所と連携し、平成 18 年度から本事業を実施しています。 

私達の名寄商工会議所においては、これに先立つ取組みとして平成２０年度に「地域資源活用

企業化コーディネート活動等支援事業」によって『天塩川流域「なよろブランド」創造研究委員

会』を立ち上げて、約一年間にわたり「地域資源の現状と課題」、「地域資源の利活用の方向性」、

「ブランド形成のために必要なこと」等の研究を続け、平成２１年の秋には、意欲のある民間事

業者が連携して地域資源を活用した新商品開発に向けての取組みを行う基本方向が定まり、商工

会議所として積極的に取り組んで行く方針が確認されました。 

以降、それまでの取組み成果を活かしながら、より具体的に商品開発に取り組むための準備を

進め、平成２２年度事業として中小企業庁の補助事業「小規模事業者新事業全国展開支援事業」

を導入して本プロジェクトがスタートしました。 

名寄市では、作付け面積と収穫量が共に日本一の「もち米」（名寄産のもち米品種「はくちょ

うもち」は、伊勢名物「赤福」の原材料としても使用されています）をはじめ、農産物全般が生

産されており、アスパラ、カボチャ、トウモロコシ、などの生産も盛んで、特にアスパラは、料

理番組で食材として紹介される事も多数あり、東京で販売会が毎年開催されるほどの人気です。 

また、白いスイートコーン「ピュアホワイト」は、生でも食べられるトウモロコシとしても有

名で、人気上昇中です。  

しかし、地元経済に対する波及効果を上げるためには、農産物をそのまま出荷するだけではなく、

これらの地場の美味しい農産物を使用した名寄ならではの特産品の開発も積極的に行って行くこ

とも同時に必要とされます。 

 

 本事業は、地域の資源（農産品・文化・技術など）を活かした新たな製品（特産品等）の開発

または改良に関する事業及びその販路開拓または普及に関する調査研究事業に対する補助事業で

あり、名寄の気候風土や自然環境とともに、農業の特性を活かした新たな「高付加価値化商品」

の開発によって、商工業者だけでなく、地域の農家や観光関係者にとっても意義の大きい取組み

となることをめざしています。 
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２．事業の成り立ち概要 

本事業は、当商工会議所の今年度の大きな事業であり、商品開発の方向付けの検討を担う『新「な

よろブランド」商品開発プロジェクト委員会』と具体的商品開発を進める『商品開発部会』が組織

され、当事者である地元の事業者をはじめ、多くの関係者・支援団体に参画して頂くと同時に、専

門家による指導・助言や関連する各種の調査を行いながら、下記に示す総合的で組織的な商品開発

へのバックアップ体制を準備して進められました。
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３．事業の流れと概要 

 （１）取組み経過  

     ６月スタート、２月完了の約９ヵ月間の事業スケジュールの中で、「プロジェクト委員会」、

「商品開発部会」を中心に、地域資源・特産品の成分分析や加工～製造技術の研究、試食会や

展示会、商談会等への積極的な参加によるモニター調査、アンケート調査等と専門家による指

導に基づきながら、新商品に関する技術開発が計画的に進められました。その取り組み経過を

以下に示します。 
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（２）取組み概要        

  ①『新「なよろブランド」商品開発プロジェクト委員会』及び「商品開発部会」における検討 

     ○第１回委員会・商品開発部会合同会議：平成２２年６月２１日 

・プロジェクト委員会 委員長：黒田英二委員  副委員長：工藤慶太委員 

・委員会規定、委員委嘱、役員選出等の手続きとともに、事業概要、スケジュール、

予算等について、事務局案が提示され、確認の後、承認なされました。 

 

・招聘専門家の濱田暁生氏【（㈱シー・アイ・エス計画研究所）】による指導 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）各地の取組み事例について 

・全国展開へ取組んでいる事例の報告があり、まとめとして成功している地域は、

補助金があるからやるのではなく、本人達がやるという意識が強くなければい

けないとの指導。 

（２）展示会について 

・バイヤーや消費者が多く集まり、その中で商品への指摘や意見が数多く出るが、

直にバイヤー・消費者の声を聞き、向き合い顕著に取り入れることで、より良

い商品改良へ繋がる。また同じような商品がたくさん出品されているが、他と

の差別化を知ることも重要であり、展示会への出店意義は大きい。 

（３）委員会・開発部会について 

・試作品へのアドバイスや意見を出し、製造者はそれを取り入れ商品開発・改良

へ繋げていく。 

・異業種の方々が集まるので、手を組みそこから商品への付加価値を高めていく。 

・最終的に、地域、観光、景観、食べ物が一体となり、地域の総合力で全国展開

を！ 

・マーケティング、ブランド、デザイナーなどの専門家の指導も必要である 

※バイヤー、消費者が求めているものを適確に把握し商品開発に取り入れる 

・本事業は、勉強会ではないので、課題・テーマを持って専門家と協議していく

のが良い。 
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○第２回委員会・商品開発部会合同会議：平成２２年７月２２日 

     議  案 

（1）商品開発の内容（状況）について 

①調査票の内容・目的等と今後の開発の進め方等について（濱田先生より） 

②商品開発の状況報告について（商品開発部会より） 

  （2）展示会への参加について 

        ・東京インターナショナル ギフトショー秋 2010 について（9/7～10） 

①出展参加者  

②費用負担  

        ・名寄展示会について 

①８月に実施するか、または商品が出そろってから実施するか 

（3）商品開発に対する意見等について 

①試食～持ち込みの評価・意見交換について 

 

検討内容 

 
（1）・招聘専門家濱田暁生氏より試作商品の開発に向けての明確な目的を立てることに

よって、より良い商品が完成するので、事業者ごとの別途様式による計画書の作

成の指導。           

  ・展示会への参加を通じて、開発事業者自身の思いとバイヤーや消費者の商品に対

するニーズの違いを知ることが重要である。当事者とは異なる視点からの意見を

大切にして商品開発を進めていく事も重要であるとの指導。 

  ・個別に商品開発の状況報告をしてもらい、開発での問題点・今後課題などに対し

て濱田先生からの指導。各委員からのアドバイスを受ける。 

（2）・東京インターナショナル ギフトショーについて、事務局より参加者の募集・経

費についての説明。濱田先生より、参加する事により今後の商品開発に役立つ情

報がたくさん得られるとの展示会に対するアドバイスを受ける。 

  ・名寄展示会について、当初は８月に予定していたが完成に近い試作品が出来た段

階で、試食展示会を行い名寄市民の方々にＰＲした方がより効果が高いとの理由

から、１２月に名寄市で開催する地産地消フェアに出展することとした。 

（3）今回、既に試作段階にある商品のアスパラしゅうまい（㈱えびす食品）、アスパラ

麺（江端商店）の試食会を実施し濱田先生・委員からの評価、アドバイス、意見交

換を実施し併せてアンケート調査を行った。（別添資料編参照） 
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○第３回委員会・商品開発部会合同会議：平成２２年８月１９日 

議  案 

◆商品開発プロジェクト委員会 

（1）商品開発の内容（状況）について 

①前回の試食アンケート報告（濱田先生より） 

②試食・商品開発の状況報告について（商品開発部会より） 

③専門家への商品開発に対しての質疑応答 

         （2）その他 

①スケジュールについて 

②次回開催日程予定について  

       ◆商品開発部会 

         （1）東京インターナショナル ギフトショー秋 2010 について（9/7～9/10） 

①展示会での対応について（濱田先生より） 

            ②展示会参加予定の確認 
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検討内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○第５回「商品開発部会」：平成２２年９月２２日 

・東京展示会報告 

・今後の展示会・試食会等の予定についての確認 

・パッケージデザイン、成分分析についての 

 

○第６回「商品開発部会」：平成２２年１０月２１日 

・今後の展示会（札幌、名寄、東京）についての確認 

 

◆商品開発プロジェクト委員会 

（1）①前回の試食アンケートの報告を濱田先生より、アドバイスを交え意見交換しな

がら商品開発への指導。 

②個別に商品開発の状況報告をしてもらい、開発での問題点・今後課題などに対

して専門からの指導。委員からのアドバイスを受ける。 

・今回は、試作商品としてアスパラしゅうまい（かまくん）、アスパラ麺（江

端商店）、レアチーズケーキ求肥包み（たまさぶろう）、いちご入りヨーグル

ト（千花）、星に願いを（喜信堂）の５品の試食会とひまわり油（ひまわり工

房）のパッケージデザインについて濱田先生・委員からの評価、アドバイス、

意見交換を実施した。 

（2）その他 

①スケジュールについて、現在の進捗状況、今後の委員会・展示会等での試食会

実施についての報告確認をした。 

 

◆商品開発部会：東京インターナショナル ギフトショー秋 2010 について（9/7～9/10） 

（1）①濱田先生より展示会で以下の事に注意して取組むように指導。 

・ブースに興味を示している方には積極的に声がけをして、名札の色で業種が

ある程度見分けがつくので、ターゲットを絞ってバイヤーに試食やアンケー

ト調査を行うと効率が良い。 

・バイヤーとは商談や今後の繋がりも出てくるので名刺を必ず持参し商品につ

いてのパンフレットも持って行くようにする。 

・お客様と会話から、お客様の情報、商品に関する具体的な指摘・評価や批判・

課題などを引き出す。 

・お客様が関心を示す商品については、極力製造者自身が対応するようにする。

②今回の展示会については、アスパラしゅうまい（㈱えびす食品）、アスパラ麺

（江端商店）、レアチーズケーキ求肥包み（たまさぶろう）、星に願いを（喜

信堂）、ひまわり油（ひまわり工房）の５試作商品を展示し・試食＆アンケ

ート調査を行うことの確認と経費について事務局より説明。後日、参加者で

東京展示会のスケジュール、必要物品等詳細の打合せを別途行うこととし

た。 
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○第４回委員会・第６回商品開発部会合同会議：平成２２年１１月１１日 

 議  案  

◆商品開発プロジェクト委員会 

（1）東京・旭川展示会報告について 

（2）東京展示会アンケート調査報告と商品開発の今後への意見について 

（3）商品開発の内容（状況）について 

        ①試食・商品開発の状況報告・質疑応答について 

            ・アスパラ入り海鮮玉（えびす食品） 

            ・アスパラ麺（江端商店） 

           ・お星さまのおさんぽ（千花） 

           ・食用ひまわり（ひまわり工房）・・・ひまわり成分分析結果 

（4）今後の事業展開について 

①展示会 ・11/15、16・・・札幌（食の発掘商談会・札幌どさんこプラザ試食会）5 商品 

・12/4・・・名寄（地産地消費フェア）4 商品 

・1/31～2/4・・・ （東京ギフトショー）6 商品 

②パッケージ・商品開発指導について（濱田先生） 

③ＨＰについて（事務局） 

④スケジュールについて 

◆商品開発部会 

（1）展示会について 
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検討内容 

◆商品開発プロジェクト委員会 

（1）事務局より展示会全体の状況・成果報告を行い、展示会参加者からも感想を含め報

告した。 

（えびす食品） 

・なぜアスパラにこだわるのか？他に名寄の地域資源はないのかというバイヤーも

いた。 

・今後はアンケート調査を基に、商品や名称の検討を行い、2月の展示会では完成

度の高い商品を提供し販路拡大・経済効果に繋げていきたい。 

（江端製麺） 

・麺にアスパラパウダーを 5％練りこみ試食をしてもらったが、アスパラの味が分

からないとの意見が多かった。現在 6％での商品作りをしているが、味を出すの

が難しい状況である。 

 （たまさぶろう） 

 ・バイヤーのターゲットをしぼるのが難しく、女性にしぼり試食・アンケート調査を行い、 

商品の感触は良かった。今後は商品名とパッケージの開発を中心に進めて行く。 

（千花） 

・旭川の展示会で初めて試食・アンケート調査を実施したが 30 分で終了した。アン

ケートも多く取れたので、今後の開発の参考にして行きたい。 

（ひまわり工房） 

・オレイン酸の評価が高く、バイヤー・消費者の方々に興味を持って貰えた。 

（2）濱田先生より、東京展示会アンケート調査報告を行い、今後の商品開発への取組み

として、バイヤーや消費者から貰った意見を参考にし、商品価値を高めて行く改良

への指導。また、商品のパッケージデザインの制作についても進めて行く。 

（3）商品開発者による状況報告と現段階での試作商品の試食 

・アスパラ入り海鮮玉（えびす食品） 

当初は、「アスパラしゅうまい」だったが、アンケートを参考し「アスパラ入

り海鮮玉」に商品を変更。特製スープに入れて食べてもらう。 

・アスパラ麺（江端商店） 

アスパラパウダーを 6％に改良。 

･お星さまのおさんぽ（千花） 

名寄産の新品種のイチゴを使い、ヨーグルトとムースバージョンの 2種類を

今回試作。 

10



 

   ・食用ひまわり油 

アンケートによりパッケージデザインを改良。 

成分分析の結果、オレイン酸が 84.9ｇ/100ｇ、ビタミンＥ80.5 ㎎/100ｇ（オ

リーブオイルの約 10 倍）、コレステロールがゼロ。体に良い成分を多く含む

油であるという結果。この部分をよりアッピールして行きたい。 

（4）①札幌・名寄展示会で試食・アンケート調査を行い、2月の東京展示会に完成度の

高い商品を提供して行く。 

②ネーミングを決定し、パッケージデザインを制作し 2月の東京ギフトショーに商

品の形を整えてを持ち込む為の作業を行っていく。12/3 に商品開発者との打合

せを行う。 

③ＨＰが完成。商品開発者のインタビューを入れた商品の紹介を掲載。 

      http://cci.nayoro.biz/nayorobrand/ 

④これまでの経過報告と今後の予定の確認 

（5）次回は、パッケージデザインが完成後に年内に開催する。 

 

◆商品開発部会 

（1）今後の展示会への出店について説明し、商品提供が可能な参加者を確認。 
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○第５回委員会・第７回商品開発部会合同会議：平成２３年１月２５日 

 議  案  

◆商品開発プロジェクト委員会 

（1）経過報告について 

・11/15･16  札幌どさんこプラザ展示会 

・12/3     商品パッケージ打合せ 

・12/4     地産地消フェア in なよろ 

・12/27/28  商品パッケージ個別相談 

・プロジェクト委員会 HP 

（2）商品パッケージデザインについて（西木先生） 

・アスパラ入り海鮮玉（えびす食品） 

・アスパラ健康麺（江端商店） 

・雪とまちあわせ（たまさぶろう） 

・お星さまのおさんぽ（千花） 

・星に願いを（喜信堂） 

（3）商品販売戦略について（濱田先生） 

（4）今後の事業展開にについて 

・2/1～2/4  東京ギフトショー参加 

・２月下旬  本プロジェクト事業報告 

・平成２３年度事業展開について 

検討内容 

 

                

（1）事務局より、第４回委員会以降の事業（札幌・名寄展示会、会議等）についての報告をし、 

札幌・名寄展示会での試食アンケート調査の成果について参加者より報告をした。 

（2）西木先生より、５商品のパッケージデザインの製作について、１２月上旬より各商品製作者と 

の個別相談を数回行い、制作者の商品イメージ・ネーミング・特徴などを取入れパッケージ  

デザインを製作した。各商品２種類のデザインを用意したので、東京ギフトショーでパッケ 

―ジのアンケートも含めた調査をして、今後パッケージをどうするのか検討して貰いたいと 

の説明。 

（アスパラ入り海鮮玉） 

海鮮玉にスープも付いていることから、パッケージにスープ付のロゴを入れ実際に調理し、

出来あがった写真をイメージとして取り入れた。白とアスパラのイメージ緑の箱２種類をデザ

イン。 

（アスパラ健康麺） 

当初、商品名をアスパラ麺で話をしていたが、アスパラには健康に良い成分が多く含まれ  

ていることから、商品名をアスパラ健康麺に変更し、パッケージにアスパラを入れること   

により、アスパラが入っている事が一目見てわかるデザインにし２種類製作した。 
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（雪とまちあわせ）  

当初は、商品が大きかった（8 ㎝×8 ㎝）が、1/4 サイズに小さくし１０個入りのケースに

して、商品名をイメージしてデザインを２種類作成した。 

（お星さまのおさんぽ） 

なよろ天文台をイメージした商品名である。星とイチゴ（商品の材料で使用）のキャラク

ターを作りデザインした。当初は単品での販売を予定していたが、まとめ買い用の箱も製作

することとし、お店もイメージでき、箱の面のデザインはストーリーになっている。 

（星に願いを）  

今までのアンケート調査により、商品に描かれている星がパッケージにつつまれて見えな

いのが残念、箱がしっかりいているが重たいとの意見が多く、箱の簡易軽量化・商品がわ

かるようなデザインで作成した。 

【商標登録について】 

・各商品を調査した結果、現在では商品名として使用は可能である。商品として販売を決

めた時点で早めに商標登録をした方が良い。 

（3）濱田先生より、商品製作者が今度どのような商品販売を考えているのか、個別に調査した

結果報告と併せて、２月の東京ギフトショーでのバイヤーへの対応について、販路開拓・

拡大が主眼の商品と商品開発の方向性・可能性把握を主眼とする商品があり、それぞれバイヤ

ーなどへの対応が違うため、現場対応の手法について指導を受けた。 

（アスパラ入り海鮮玉）～販路開拓・拡大 

・１日 4,000 個生産能力があり、現在１日 2,000 個の出荷体制を想定 

（アスパラ健康麺）～商品開発の方向性・可能性把握 

・当初はホテル・バイキング等の業務用を主力としていたが、パッケージ製作の提案によ

り、お土産・ギフト用への展開も探ってみたい 

（雪とまちあわせ）～商品開発の方向性・可能性把握 

・地元店頭、道の駅、自社通販の直販を主力でのスタートを想定。現在の生産では、１日 

２０～３０個が限度。量産が今後の課題。 

（お星さまのおさんぽ）～商品開発の方向性・可能性把握 

・地元店頭での提供を中心に道の駅、自社通販の直販を主力でのスタートを想定。 

（星に願いを）～販路開拓・拡大 

・商品の訴求イメージ、競争力等を検証 

（ひまわり油「北の耀き」）～販路開拓・拡大 

・商品の訴求イメージ、競争力等を検証 

（4）①２月１日～４日に東京ギフトショーへ参加し、アンケート調査（試食・パッケージデザイン）

等の実施。２月下旬に 

  ②２月下旬第６回商品開発プロジェクト委員会開催 
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○第６回委員会・第８回商品開発部会合同会議：平成２３年２月２４日 

 議  案  

◆商品開発プロジェクト委員会・商品開発部会 

（1）東京ギフトショー参加報告 

・全体報告（事務局） 

・アンケート調査報告等（濱田先生・西木先生） 

・参加者成果報告（事業者） 

（2）マーケティング調査報告について（濱田先生・西木先生） 

（3）パッケージについて（西木先生） 

（4）今後の事業展開にについて(濱田先生・事業者) 

・開発商品販売への意向、販売方法など 

（５）今後の取組みについて 

・本事業報告会（３月） 

・名寄ブランド販売拡大事業について 

検討内容 

 

                

（1）事務局より、東京ビッグサイトでのギフトショー会場での取組み活動についてスライドに

よって報告をした。 

次に、今回、バイヤーの具体的意見や今後の販路や取引可能性等に的を絞って行われた

アンケート調査の結果が、濱田先生から報告され、各事業者に対する今後の取組み方向に

対する助言を頂いた。 

今回参加した事業者それぞれから、今回の参加の成果と今後に向けての意向が発表され

た。 

（2）濱田先生・西木先生より、マーケット調査報告資料に基づいて、開発商品毎の詳細な説明

とともに、今回の調査によって各商品ともその可能性の確認が出来たが、今後はターゲッ

ト：「どこで、誰に売るか？」の的を絞って、その方向性にあった商品としての完成度を

高めて行く必要があるとの指導を頂いた。 

今回のマーケット調査報告に、各開発事業者の商品別に詳しい評価と対応の方向性がま

とめられているので、それらを今後の取組みに活用して頂きたいとの指導を頂いた。 

（3）西木先生より、今回提案されたパッケージデザイン案に対する方向付けと、今後今年度の

成果を活かしながら各事業者が具体的商品に適用して行く際のデザイン版権、著作等につ

いての留意事項に関する指導があった。 

併せて、「商標登録」関係の調査報告を頂き、今後市場に向けて具体的に商品化して行く

場合には、早めに商標登録の手続きをして商標権を確保しておくことが必要であり、その

際の手続き等に関しても引き続き御相談頂きたいとの御指導を頂いた。  
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（4）濱田先生より、今後の開発商品の改善や生産体制の考え方、情報発信の機会として、天文

台のオープンに伴う動き、「星守る犬」の映画公開と「ひまわり畑の風景」や「なよろの

星」のイメージ等観光の話題性と連動させることの有効性についての提言があった。 

 

（5）各開発事業者、関係者とも、今年度の取組みの成果として一定の手ごたえを感じているこ

とから、今回プロジェクトを今後につなげる活動を次年度も積極的に継続して行くことが

確認された。 

今年度参加された各プロジェクト委員より、今年度事業に対する高い評価と情報発信力

に関する反省点、開発事業者・事務局への労い等とともに、今後の継続に対する期待の言

葉が多く出された。 

最後に、事務局より３月中に本事業の説明会を開催する予定とともに、「新なよろブラ

ンド商品開発プロジェクト」の継続に向けての方針が説明され、名寄市との連携の中で、

２３年度は「なよろブランド販売拡大事業」として、今年度開発商品だけでなく既存商

品での参加も含めて展開して行く予定であり、商談会等への参加、試験販売の実施、イ

ンターネットショップへの出店、通信販売試行等の取組みが想定されており、事業者の

積極的参加を期待しているとの説明があった。 
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②試食・展示会 東京／札幌／旭川／名寄 

■第７０回東京インターナショナル ギフトショー秋 2010（２０１０年９月７～１０日） 

東京ビッグサイトで開催された「東京インターナショナル ギフトショー秋 2010」に、これま

で「プロジェクト委員会」、「商品開発部会」で検討し、研究・開発してきた新「なよろブランド」

の試作品を出展しました。 

多くのお客様のご来場を頂き、試食・アンケートにも御協力頂きました。その成果を今後の商品

開発に役立たせることが出来るように、参加者全員で協力・連携して、しっかりと対応しました。 

 

 

 

 

参加事業者：○：担当者参加  ■：商品のみ展示 

○えびす食品株式会社：アスパラしゅうまい、海鮮しゅうまい 
○株式会社丸松江端商店：アスパラ麺 
○ひまわり工房「北の耀き」：ひまわり油「北の耀き」 

○創作キッチン たまさぶろう：レアチーズケーキ求肥包み 

■株式会社喜信堂：「星に願いを」 
■shop’s Garden千花：「いちごヨーグルト・プリン」サンプル 
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  ■「北の恵み 食べマルシェ」【旭川開村 120 周年事業：平成 22年 10月 9日（土）～11日（月）】 
旭川市の平和通買物公園で開催された「北の恵み 食べマルシェ」に参加して来ました。 

この事業は、旭川開村１２０周年事業で、地域の発展を支えてきた農業や食料品製造業、豊

かな自然環境など地域の宝物を見つめ直し、多彩な食の供給基地としての道北・旭川地域の魅力

を広く全国に発信していく「食」の一大イベントとして企画されたものでしたが、3日間で

792,000 人の来場があり、大盛況でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加目的 

地域資源を活用して、新たな地域ブランドを目指し開発した試作商品を、旭川の一般消費者に試食

をしてもらい、商品に対するアンケート調査を実施し、多くの意見や評価をもらい、ブラッシュアップによ

り更なる商品開発に取組んでいくことを目的として、今回参加しました。 

●試作商品、アンケート調査概要： 今回は 4 種類の試作商品を持込み、アンケート調査を実施。 

①アスパラしゅうまい（かまくん）  

 

平和通買物公園をメイン会場に、 3 会

場で開催。参加者によりゾーンを分けて 

ブースが設置されました。 

名寄産アスパラパウダーとアスパラを使い道内

産の原料で作ったヘルシーなしゅうまい 

アンケート調査項目概要 

①見た目  ②味  ③大きさ        

④1 パックの数量  ⑤価 格  ⑥商品名 
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②アスパラ麺（江端商店） 

 

③星に願いを（喜信堂） 

           

④ピヤシリ苺ヨーグルト（千花） 

            

●会場内でタレントを呼んでのイベントも 同時に開催。 

●各商品 1日 50 食の試食を持参したが、 1 日約 2 時間で終了。 

●旭川での開催ということもあり、名寄市を知っている消費者の方がほとんどであったので、新商品のＰＲ

に効果があったと思われます。 

   

 

名寄産アスパラパウダーを使い道内産の原料で

作った手延べ麺 

アンケート調査概要 

①見た目  ②味  ③歯ごたえ 

④1袋の量  ⑤価 格  ⑥商品名 

名寄に新しい天文台が出来たことをきっかけ

に、星が名寄の新しい観光要素になるようにイ

メージしたお菓子。  

アンケート調査概要 

①パッケージデザイン ②見た目内容量 

③味 ④大きさ ⑤価 格 ⑥商品名 

名寄産の苺を使い、上部にヨーグルト 

 (ノーマルとムースの 2種類)、下部には 

 プリンを使用したデザート。 

アンケート調査概要 

①見た目  ②味  ③ﾖｰｸﾞﾙﾄとﾑｰｽの好み 

④食 感  ⑤大きさ  ⑥価 格 ⑦商品名 
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■どさんこプラザ札幌店展示会【平成 22 年 11 月 15～16 日（月・火）】 

    札幌駅地下にある「どさんこプラザ」を会場に、試食・アンケートを実施。 

 

●試作商品、アンケート調査概要：今回は 5種類の試作商品を持込み、アンケート調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●試食、アンケート状況 

・どさんこプラザへの来客数が、平日ということもあり少ない感じでした。 

・札幌市内の方がほとんどで、名寄市やお店を知っている方も多く熱心にアンケートに答えて頂きました。 

・試食場所が店内の一番奥ということで目立たず、来客数が少なく、お客さまも試食しづらい感じもあり、

今後の参考になりました。 

・札幌駅構内での展示・販売会の紹介を受けましたが、1日約10万円位経費がかかるということでした。 

   

●アスパラ麺

●ひまわり油
「北の耀き」

●星に願いを●雪とまちあわせ

●お星さまの
おさんぽ

 

19



 

■地産地消フェア ｉｎ なよろ【平成 22 年 12 月 4 日（土）】 

名寄市文化センターで開催された「地産地消フェア ｉｎ なよろ」の会場において、「なよ

ろブランド試食会」を行いました。多数の市民のみなさまが来場され、試食・アンケートに熱

心に御協力頂きました。地元市民への取組みのＰＲとともに、今後の開発に役立たせる貴重な

御意見を頂きました。  

  

●試作商品、アンケート調査概要 

今回は試作全商品を持込み、地元市民の方々に今回のプロジェクトに対する関心を持って頂く

とともに、地元の御意見を頂く機会と捉えてアンケート調査を実施しました。 

 

 

 

11時より試食・アンケート調査を行いました

が大人気で、用意した試食品が直ぐに無く

なり、約 1 時間で終了しました。 

20



 

■第７１回東京インターナショナル ギフトショー春 2011（２０１１年２月１～４日） 

        昨年９月に引き続き東京ビッグサイトで開催された「東京インターナショナル ギフトショー春 2011」に、

これまで「プロジェクト委員会」、「商品開発部会」で検討し、研究・開発してきた新「なよろブランド」の最

終試作品６点、：「アスパラ入り海鮮玉 アスパラ薄化粧」、「手延べアスパラ健康麺」、ひまわり油「北

の耀き」、「雪とまちあわせ」和チーズケーキ、「お星さまのおさんぽ」、「星に願いを」全てを出展。 

  今回はパッケージの試作案も持ち込み、バイヤーや飲食事業者、専門家、一般消費者に幅広い意

見を聴き取る調査をはじめ、具体的販路確保につながる商談等も行われ、かなり具体的な意見を沢山

頂き、開発商品の可能性を実感するとともに、今後の具体的な商品化に向けての課題等も確認するこ

とが出来ました。 
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③アンケート調査：総合的な集計と分析・まとめ 

今回の事業においては、各事業者による商品開発の参考にするために、試作検討の各段階において

出来る限り機会をとらえて、プロジェクト委員会メンバーだけではなく、各地での展示会・商談会等におけ

るバイヤーや飲食事業者、その他の関連企業、一般消費者、さらには札幌、旭川、地元名寄市民等の

幅広い対象者から意見を徴収するアンケートを実施した。 毎回の結果は、その都度「プロジェクト委員

会」において報告し、各事業者の開発の参考になるように取組んで来ましたが、事業の最終的まとめに

あたって、それらアンケートを通算しての評価を集計し、全体としての傾向もまとめておくこととしました。 

    （＊詳細は、別途「アンケート調査報告書」参照） 

調査対象 

①えびす食品 ：「アスパラ入り海鮮玉 アスパラ薄化粧」 

②江端商店  ：「手延べアスパラ健康麺」 

③創作キッチンたまさぶろう ：「雪と待ち合わせ 和チーズケーキ」 

④千花     ：「お星さまのおさんぽ」 

⑤喜信堂   ：「星に願いを」 

⑥ひまわり工房「北の耀き」 ：ひまわり油「北の耀き」 

 

調査期間 

（１）調査期間：2010 年８月５日～2011 年２月４日 

（２）調査場所及び日程： 

①名寄：２０１０年７月２２日 （第２回プロジェクト委員会）                     

②名寄：２０１０年８月１９日 （第３回プロジェクト委員会）                     

③東京：２０１０年９月７日～１０日 

  （東京ビッグサイト 第７０回インターナショナル ギフトショー会場）   

④旭川：２０１０年１０月９日～１１日 

 （旭川開村１２０周年「食のマルシェ」会場）       

⑤名寄：２０１０年１１月１１日 （第４回プロジェクト委員会）                    

⑥札幌：２０１０年１１月１５日～１６日 

 （札幌展示会：どさんこプラザ会場）          

⑦名寄：２０１０年１２月４日 

 （名寄市「地産地消フェア会場」）                  

⑧東京：２０１１年２月１日～４日 

 （東京ビッグサイト 第７１回インターナショナル ギフトショー会場）     

（以上回収有効総数 １,６０３票） 

３０票 
９８票 
 

５２０票 
 
２０５票 
３４票 
 

２５５票 
 
１４１票 
 
３２０票 
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集計による全体傾向の報告 

今回の事業期間内の全アンケート調査を通しての意見を集計し、全体の傾向をまとめます。 

 （＊２０１１年２月１日～４日（東京）でのアンケートは、最終段階の調査ということで、それまでの開発

途上でのアンケートとは設問が異なるため、今回の集計の中には加えず、別途報告としました。） 

①えびす食品：「アスパラ入り海鮮玉 アスパラ薄化粧」 

商品開発当初は【アスパラしゅうまい】としてスタートしたものの、しゅうまいは市販の競合

品も多いというアンケート結果から【アスパラ入り海鮮玉】へ開発対象商品が変更されました

ので、今回の合算集計からは省きました。 

商品変更後の主な意見として、味については１００％の人が「大変おいしい」、「おいしい」と

いった意見でした。個別意見として「スープとの相性が良い」という意見もみられ、商品の改

善という意味合いではなく、新たな商品開発対象としての可能性があると感じられます。 

今後においては、「商品名が長い」といった個別意見がみられることから、商品名などの検討

の必要があると考えられます。 

（※２０１０年１１月３０日のアンケートより商品の変更が行われておりますが、票数的に全

体の母数が少ないためアンケート全体の集計からは省きました。） 

②江端商店：「手延べアスパラ健康麺」 

○見た目： 

・全アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が６５％となっており、次い

で「市販のと変わらない」が２７％となっています。個別意見としては、色や見た目が綺

麗という意見が多く見られることから、商品的には好感を持って受け止められたことが窺

えます。 

○味： 

・全アンケートを通して、「大変おいしい」、「おいしい」という意見が９割を超えているが、

個別意見の中では、アスパラの風味や香りが不足しているという意見が目立ちます。アス

パラらしい特徴を出して行くことが課題だと思われます。 

○歯ごたえ： 

・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が８７％となっていますので、現在

の形が適正であると判断されます。 

○１袋の量： 

・全アンケートを通して、「定量」という意見が７７％となっていて、現在の量が適正であ

ると判断されます。 

○価格： 

・全アンケートを通して、「300 円以下」、「300 円～350 円」の意見の合計が８割を超えるこ

とから、価格設定については 350 円以下で検討する必要があると考えられます。 

○商品名： 

・商品名については、「そのままで良い」という意見が４４％となっており、次いで「名寄

に関するロゴも入れた方が良い」が３８％と比較的高くなっています。今後さらなる検討

も必要だと思われます。 
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③創作キッチンたまさぶろう：「雪と待ち合わせ 和チーズケーキ」 

○年齢、性別： 
・年齢については、全ての世代にほぼ均等に分かれ、性別については、「女性」が６７％と

多くなっています。スイーツということもあって、年齢層に関係なく女性の関心が高いこ

とが窺えます。今後は、女性をターゲットに絞った展開の検討によって、商品的な特徴が

明確になるものと思われます。 

○見た目： 
・全アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が８０％となっており、次い

で「市販のと変わらない」が１６％となっていますが、基本的には好印象を得ているもの

と判断されます。 

○味： 

・全アンケートを通して、「大変おいしい」、「おいしい」という意見が９０％となっていま

す。 

・個別意見としては、冷凍、解凍などの食べ方に対する意見が多くみられ、夏の冷菓として

の展開の可能性も感じられます。 

○食感： 

・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が７８％となっており、次いで「少

し堅い」が１１％となっています。 

・個別意見としては、「求肥のざらつきが気になる」という意見があり、温度による食感の

調査も今後の検討課題と考えられます。 

○大きさ： 

・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が７２％となっていますが、「少し大

きすぎる」という意見も１６％となっているため、一口サイズ化や求肥に切れ目を入れて

切り分けやすくするなどの工夫が必要と考えられます。 

○価格： 
・全アンケートを通して、「適正」という意見が５８％となっており、次いで「もう少し

安くても良い」が３８％となっています。 

・「もう少し安くても良い」の中で具体的にあげられた価格以下にまとめる考え方もありま

すが、ターゲット客層をどう考えるかによって、商品としての組み立てが変わってくるも

のと思われます。 

○商品名： 

・商品名を「雪とまちあわせ」に変更してから、「変えた方が良い」という意見が減り、「そ

のままで良い」という意見の人が６６％に増加していますので、このイメージでアッピー

ルして行くことで、良いと思われますが、知名度が浸透するまでは、「どんなお菓子か」

が伝わりにくい点を考慮した戦略が必要とされます。 

④千花：「お星さまのおさんぽ」 

○見た目： 
・全アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が７０％となっており、次い

で「市販のと変わらない」が２３％となっています。 

・個別の意見としては、「トッピングの苺が良い」という意見が多くみられます。 

○味： 

・全アンケートを通して、「大変おいしい」、「おいしい」という意見が８割を超えています。 

・個別意見としては、「甘さが控えめで良い」、「さっぱりして良い」という意見が多くみら

れます。 
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○食感： 

・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が８割を超えており、次いで「少し

堅い」、「軟らかい」となっています。 

・「少し堅い」という意見として、個別意見の中で「プリンが堅い」という意見が数件みら

れます。 

○大きさ： 

・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が８割を超えており、次いで「小さ

すぎる」、「少し小さすぎる」となっています。なお「小さすぎる」、「少し小さすぎる」と

いう意見は、旭川会場（2010/10/09～11）が意見の大半で、大ぶりを好む地域性が出てい

るものと考えられます。 

○価格： 

・１ヶ 350 円の設定時は「もう少し安くても良い」という意見が７割を超えていたが、300

円の設定時には、「適正」という意見が６割に増加しています。 

・300 円を超えると抵抗感が強いという傾向がみられることから、300 円を超える値段設定

とする場合は、苺の量などの見た目の豪華さを検討する必要があると考えられます。 

○商品名： 

・全アンケートを通して、「名寄に関するロゴも入れた方が良い」という意見が３割超えて

います。 

・個別の意見としては、「イメージとして星と繋がらない」という意見が多くみられます。

また、苺とヨーグルトの組合せの商品は競合製品が多いため、ロゴやパッケージデザイン

などに特徴を持たせる必要があると考えられます。 

⑤喜信堂：「星に願いを」 
○パッケージデザイン： 

・アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が７７％となっており、次いで

「市販のと変わらない」が１９％となっています。ほぼ好評と見て良いでしょう。 

・個別意見としては、「お洒落」、「かわいい」、「綺麗」という意見が多く見られますが、一

方で「中が見えるように包装を透明にした方が良い」という意見も比較的多くなっていま

す。 

○見た目： 

・全アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が７７％となっており、次い

で「市販のと変わらない」が１９％となっています。これも受け入れられると判断して良

いでしょう。 

・個別意見としては、「かわいい」という意見が多く見られます。 

○味： 

・全アンケートを通して、「とてもおいしい」、「おいしい」という意見が９割を超えていま

す。 

・個別意見としては、「しっとりとした食感が良い」など食感に関する意見が多く見られま

す。 

○大きさ： 

・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が８５％となっており、次いで

「大きすぎる」が１４％となっています。 

・個別意見としては、「一口で食べられる大きさに小さくしてほしい」という意見も見られ

ます。 

○価格： 

・全アンケートを通して、「適正」という意見が６１％となっており、次いで「もう少し

安くても良い」が３４％となっています。 
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・「もう少し安くても良い」の中で具体的にあげられた価格としては、「70 円ぐらい」とい

う意見が多く見られます。 

○商品名： 

・全アンケートを通して、「そのままで良い」という意見が７０％となっており、次いで「名

寄に関するロゴも入れた方が良い」が２８％となっています。 

⑥ひまわり工房「北の耀き」：ひまわり油「北の耀き」 

○見た目： 

・全アンケートを通して８９％の人が「良い」という意見となっています。 

・個別意見としては、「鮮やか」「綺麗」といった意見が多くなっていて、総体的に非常に好

感を持って受け入れられています。 

○パッケージ： 

・「見やすくて良い」と「普通」という意見が約半数ずつとなっています。 

・個別意見としては、「高級感がある」という意見がある反面、「シンプルすぎる」といった

意見も見受けられます。 

○大きさ： 

・内容量については、「ちょうど良い」という意見が全体の８割を超えています。 

・個別意見としては、「業務用としては小さい」という意見があり、今後の需要によっては

業務用としての商品展開も考えられます。 

○商品名： 

・当初の商品名は【新品種ひまわり油】であったが、アンケートの意見を参考に【ひまわり

油「北の耀き」】に変更しています。 

○価格： 

・価格については、「適正」と「もう少し高くても良い」を合わせた意見が半数を超えてい

ます。 

・個別意見としては、「1,000 円ぐらい」という意見が１５件あり、個別意見全体の半数以

上を占めています。また、地場産ひまわりを使用した他の地域のひまわり油の価格は、同

量程度で 1,000 円程度の価格帯となっています。しかし、個別意見の中には「理由を納得

できれば高くない」という意見もあるため、商品のより詳しい説明やＰＲが必要と考えら

れます。 
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④成分分析：商品に関する科学的データの把握 

「ひまわり工房」のひまわり油は、昨年までの試行期間を経て、今年度は高オレイン酸品種を地元

農家に契約栽培を依頼し、より一層特徴のある製品にして行く戦略で取組まれました。その効果を検

証するために、専門試験機関に成分分析試験を委託し下記の結果が得られた。特徴的なことは、ビタ

ミンＥの含有量が、通常のオリーブ油の約１０倍で、オレイン酸も現有市場植物油の中でも最高クラ

スの値となっていることから、これらの科学的データによって、“健康に良い油”として強い訴求力

を持ち得ることになります。 
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⑤ ホームページ作成による情報発信 

今回の事業においては、取組みの趣旨と商品開発に関する情報を適確に発信し、事業内容及び開発商品

のＰＲを行うこととし、実績のあるＷＥＢ製作・企画 彩人工房（さいとこうぼう）の安川和人氏に委ねられ、１１

月より名寄商工会議所のＨＰにリンクしてアップロードされました。 

以下に、今回のＨＰ制作の基本的な考え方を示しておきます。 

（１）制作コンセプト 

全体的なコンセプトとしては、 

○「名寄の特産品が美味しい理由」 
○「名寄で製造した新商品の魅力」 

などについて、お客様へ出来るだけストレートに分かりやすく伝えられるように考えました。 

（２）今回のＨＰの特徴、魅力、工夫したことなど 

全体的なデザインとして、「名寄の自然」を表現しています。 
○ヘッダー部分（上部分）は、名寄の山や自然を表現し、 

○フッター部分（下部分）は、名寄の川や水を表現しています。 

そのデザインの中で商品案内を行うことで、「名寄の自然から生まれた新商品」というイメージで考えてい

ます。 

 また、整然とまとめられたホームページではなくて、「温かさ」を感じていただけるように、良い意味で「手造

り感」を感じていただけるように全体を構成しています。 

 商品の特徴を紹介する際には、普通に箇条書きで商品を説明するだけでは、お客様に伝わりづらいもの

です。お客様へ最も伝わるのは、制作者自身が“自分の言葉”で熱意を込めて話した時だと思い、お客様が

「制作者から直接に説明している」ように感じてもらえるように、実際にインタビューや写真撮影などの取材

活動を制作者自身が自分で行った上で、その内容をまとめた記事を掲載する方式にしました。 

更に、インタビュー記事をホームページへ掲載する際に、商工会議所様やお客様が資料としても利用でき

るように、「ホームページ」と「配布資料」の両方の役目を果たせる印刷に便利なＰＤＦ形式にしてあります。 

 開発過程についても隠すことなく随時公開し、商品開発の様子をお客様にも知っていただくことで、商品に

対する愛着を感じていただけるようにしました。 

（３）今後の展開方向、維持、メンテナンス 

全体的な構成は、あえてシンプルな内容で制作するようにして、更新作業をいつでも素早くスムーズに行

えます。 

一定期間（数年間）は「新なよろブランド」のホームページとして公開を行い、その後は、商工会議所ホー

ムページのコンテンツのひとつとして名寄のお土産や特産品を紹介するページとして発展させて公開およ

び更新を継続するようにも考えており、その為の準備も行っています。 

（４）その他 

今回は、名寄商工会議所としての様々な御意見や御要望をお聞きして、それを実現させるためにはどうす

ればよいか？という事を,まず第一に考えました。 

また、今回のＨＰ制作者自身は名寄に住んでいるわけではありませんので、外から見た“名寄の素晴らし

さ”を客観的に考えながら、そういう観点からの提案を伴っています。 

 今回の「新なよろブランド」ホームページ制作は、事業主と制作者とがお互いの理想をうまくバランス良く

組み合わせることができたものと思われます。 
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以下に、今回のＨＰの概要と大きな特徴である各開発事業者へのインタビューページを示しておきます。 
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⑥商標登録関連調査 

今回事業で開発された商品を、本格的に生産し市場で販売する場合を想定して、商品名の知的財産権を

確保できるように、既に商品名として出願登録されているか否かを事前に調査をしておくこととし、専

門機関による「同一商標調査」を実施しました。 
調査法違法としては、特許庁データべスによる呼称調査と弁理士会登録データベースによるものとし、

平成２２年１２月出願のものまでの調査としました。調査対象の呼称がデータベース内に含まれない場

合は検索されないので注意を要します。さらに、本報告において、登録の可能性がある場合であっても、

上述した通り１００％ではありませんので、その使用は出来るだけ登録後にした方が安全です。登録を

急ぐ場合には、早期審査の手段もありますので、専門機関に相談されることをお勧めします。 
 

●調査した商標及び分類 

（１）たまさぶろうの雪とまちあわせ ：第３０類 チーズケーキ 

（２）アスパラ健康麺   ：第３０類 そうめん 

（３）海鮮玉    ：第２９類 つみれ（水産加工物） 

（４）お星さまのおさんぽ   ：第３０類 ムース菓子 

（５）アスパラ薄化粧   ：第２９類 つみれ（水産加工物） 

 

●調査結果（詳細は別途調査報告をご参照ください） 

・以上の５つに関いては、同一の先願商標は存在していません。 

・「健康麺」の「健康」の語については、「健康○○」の語は、他の語と結合された場合、登録

の可能性（別添資料登録例参照）がありますが、一方、「健康寿司」が指定商品「すし」と

の関係で識別力を有さないとの理由で拒絶されています。 

・「海鮮」の語は、指定商品との関係では、品質表示に該当します。（別添資料：「海鮮○○」

の拒絶例参照） 

・「お星さまのおさんぽ」に関しては、「ごまふあざらしのお散歩」が非類似商標ではあります

が、登録されています。 

   

●出願及び使用について 
（１）たまさぶろうの雪とまちあわせ ：第３０類 チーズケーキ 

    ＊出願された場合、先願商標との関係では、登録の可能性があります。 

   ＊現状での使用については、問題ありません。 

   ＊「たまさぶろう」が屋号なら、これのみも申請されることをお勧めします。 

（２）アスパラ健康麺   ：第３０類 そうめん 

   ＊出願された場合、先願商標との関係では、登録の可能性があります。 

＊審査官によって、品質表示に該当するとの拒絶通知をするかもしれませんが、スムーズに登

録される可能性もあります。 

＊現状での使用については、問題ありません。 

 

48



 

（３）海鮮玉    ：第２９類 つみれ（水産加工物） 

            ＊出願された場合、先願商標との関係では、登録の可能性があります。 

＊一方、品質表示に該当するとの拒絶される可能性があります。 

   ＊現状での使用については、問題ありません。 

（４）お星様のおさんぽ   ：第３０類 ムース菓子 

       ＊出願された場合、先願商標との関係では、登録の可能性があります。 

   ＊現状での使用については、問題ありません。 

（５）アスパラ薄化粧   ：第２９類 つみれ（水産加工物） 

   ＊出願された場合、先願商標との関係では、登録の可能性があります。 

   ＊現状での使用については、問題ありません。 
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⑦商品イメージの検討：ネーミング検討及びパッケージデザイン試作 

今回事業で各事業者が、地域の資源を活用して開発した新たな試作製品を、市場で販売する商品に

仕立て上げて行くために、専門家の参画を得て商品イメージの検討の検討がなされた。 

商品開発の当初から、各事業者には名寄に対する強い思い入れがあり、それらが商品イメージにも

強く反映されることとなった。特に商品名：ネーミングに関しては、専門家の参画以前に事業者で決

めていたこともあり、専門家からは、市場における受け止めを配慮してのアドバイスのみで、新たな

ネーミング開発は行われなかった。 

＜検討経緯＞ 

■商品パッケージ全体打合せ 

日時：平成 22 年 12 月 3日（金） 

会場：商工会館 2F 

●商品名・パッケージ構成について 

 ・㈱自然農園の西木先生、土井さんと商品名・パッケージデザインの 意見交換。 

・今回、パッケージデザイン依頼商品は、【アスパラ入り海鮮玉・アスパラ麺・雪とまちあわせ 

・お星さまのおさんぽ・星に願いを】の 5 商品。 

・2 月の東京ギフトショーにパッケージダミーを持込みアンケート調査等を実施する。 

・後日、個別に相談し商品名・パッケージデザインを詰めていく。 

■商品パッケージ個別打合せ 

日時：平成 22 年 12 月 27～28 日（月・火） 

会場：グランドホテル藤花 

●商品名・パッケージについて 

・㈱自然農園の西木先生、土井さんと商品名・パッケージデザインの詳細について打合せ。 

・商品名について、アスパラ麺をアスパラ健康麺に変更。その他の商品は現状のまま。 

・1 商品につき 2種類のパッケージデザインを用意し、東京ギフトショーでアンケート調査を行い

デザインをつめる。 
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＜各商品毎のパッケージデザイン方針とデザイン案＞ 

（１）アスパラ薄化粧 アスパラ入り海鮮玉 

●北海道土産商品としての商品開発がコンセプトにあり、それに似合うデザインが求められ

ました。 

●この商品は、商品のシズル感がパッケージに必須であり、素材に野菜等を入れ込んだ野菜

ス-プの写真撮影を行いパッケージに活かすこととしました。 

●「アスパラ入り」の文字を強調させながら、商品名ごとに２種類のパッケージを開発。２

月のビッグサイトでのリサーチ、名寄商工会議所での「プロジェクト委員会」において、

いずれも好評でした。 

●今後、流通チャンネル等を確認しながら、北海道～名寄の表記やアスパラ入りの強調のさ

せ方などの検討が、課題として残されています。 
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（２）手延べ・アスパラ健康麺 

●定評ある手延べ技術を活用して、手延べ に地場産のアスパラ粉を練り込んだ商品として

開発。 

● そのものが淡い緑色になっているので、その色合いを活かすために 自体の写真撮影を

行い、その写真をパッケージ全面に訴求イメージとして入れ込む「カラー印刷パッケージ」

として発想。 

●「アスパラ入り」を強調するために、イラスト案と実写写真をそれぞれ麺の写真の上に配

置し、従来の「 」のパッケージにはない、新感覚のイメージをめざしました。 
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（３）雪とまちあわせ 

●開発事業者より先験的に「雪とまちあわせ」の商品名の提示があった。雪質日本一の名寄

から生れた、求肥にふわりと包まれた和チーズケーキというポジションでの開発方針。 

●子供から大人まで楽しく、雪のイメージを連想してもらうことを、パッケージデザインの

コンセプトとしました。 

●雪を連想させるネーミングやパッケージの商品は北海道には多いので、従来にないオリジ

ナリティーのある発想が求められた。開発事業者からも「女の子が雪を待っているイメー

ジ」という商品名に込められた想いを伝えられ、ストレートに「女の子＋雪」をイラスト

で表現する方向でデザイン。 

●札幌の女性イラストレーター２名を起用し、各パッケージデザインを担当してもらいまし

た。道内の菓子パッケージには、女の子のイラスト入りというものはかつてなく、「新感

覚のお菓子」のイメージに則した、他と差別化を図れるパッケージデザインが実現しまし

た。 

●パッケージ内に仕切りを設け、これまでのリサーチの結果を反映して、当初開発されたサ

イズをより小口サイズに分けて“女性受けの良さ”を考慮に入れました。 
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（４）お星さまのおさんぽ 

●商品名は、開発事業者の方で先行して決定され提示があった。名寄天文台（きたすばる）

から、一番近い店であること＋地場のイチゴを利用することから発想されたということで

あったが、商品と商品名の結びつきが離れすぎている点が問題として残されています。 

●当初は、ビン単体の掛け紙のデザインからのスタートであったが、まとめ買い４個入りパ

ッケージを併せて提案されました。 

●Ａ案は、商品と名前の可愛らしさを考え、星とイチゴを合わせたキャラクターをイラスト

で表現し、イチゴ畑をお散歩しているデザインとしました。 

●Ｂ案はそのキャラクターと、原材料として使用されている生乳をイメージして、牛をプラ

スして構成しました。 

●いずれも、地元産のイチゴ、生乳を使った商品であることをパッケージでストーリー化さ

せています。（絵本の要素をパッケージに採り入れました） 
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（５）星に願いを 

●星空日本一の名寄から生れた商品であり、ネーミングにもその思いが込められています。 

●先行して個包装パッケージのベースデザインがあり、そのデザインイメージとの連動で２

方向で   

箱入りセット用パッケージを新規開発。 

●Ａ案は個包装イメージを全面に出し、Ｂ案は中身の商品写真を入れて、より中身がわかる

仕掛けとしました。 

●今後は、大量生産・販売に関する戦略を明確にし、その上で包装紙を使用した商品も予想

されるため、多ロット生産によるコストダウンを図ったパッケージ形状のシステム化開発

等の検討を要します。 
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⑧マーケティング調査とそれに基づく方向性： 

今回事業では、地場の素材・資源 を活用した商品の開発・研究だけではなく、それらの開発対象が商

品としての市場における可能性とそれに対応して行くための課題等について、専門家の参画を得て調査

し、具体的商品化に向けての方向性を定めることとしました。 

 

□調査対象：今回事業に関連して各事業者が開発～改善に取り組んだ商品の市場性 

     ①えびす食品   ：アスパラ入り海鮮玉（仮称） 

     ②江端商店   ：アスパラ麺（仮称） 

    ③創作キッチンたまさぶろう ：雪とまちあわせ（仮称） 

     ④千花    ：お星さまのおさんぽ（仮称） 

     ⑤喜信堂   ：星に願いを 

     ⑥ひまわり工房「北の輝き」  ：ひまわり油「北の耀き」 

 

□調査手法：アンケート、ヒアリング、専門家による分析の総合 

①アンケート調査からの可能性分析 

今回事業で実施した多数のアンケート調査（プロジェクト委員会において３回、ビッグサイト

でバイヤー、飲食事業者、関連企業等を対象に２回、札幌、旭川、名寄で一般消費者対象

に各１回=合計８回）の集計結果に基づき、専門機関で分析取りまとめ 

②各事業者の開発商品に関するバイヤーの意見ヒアリング 

専門調査機関のネットワークで、複数のバイヤーに個別に意見を聴取してとりまとめ  

③専門家による分析 

今回プロジェクトに参加した調査機関（㈱シー・アイ・エス計画研究所）、㈱自然農園に所

属する専門家の意見を集約してとりまとめ 

 

□調査項～内容 

○商品としての市場性～競争力の評価： 

    ・素材の魅力・可能性と課題 

    ・加工技術の優位性と課題 

        ・北海道～名寄のイメージの訴求性 

            ⇒ネーミング～パッケージ 

       ・想定ターゲットの方向付け 

             ⇒優先すべき販売先、プライスゾーン、商品体裁 

           ・市場における類似商品～競合商品等の実情           

○事業者毎の各商品に対する総合診断 

          ・商品特性・可能性の評価 

           ・商品としての課題・要改善点等の指摘 

         ・今後の展開方向～販売戦略等へのアドバイス  

   以下に、各事業者商品別の調査成果とりまとめを示しておきます。 
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お星さまのおさんぽ

マーケット分析と開発の方向性
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市販想定商品は１ビン／￥300（税込）想定小売価格

　上記の仕様商品に名寄産のフレッシュな小粒イチゴを

　３個トッピングした商品。この「小粒イチゴ」は、現在国内では

　名寄でしか作られていない「ティンカーベリー」という品種であり、

　この商品のオリジナリティとして、訴求していくことが期待できる。

●市販想定商品

　特製プリンの上にイチゴジャムを乗せ、仕上げに自家製ヨーグルトを

　重ねた。3つの味と食感を口の中で同時に楽しむ商品である。

●レストラン内販売商品（季節限定）

商品特性

shop's Garden 千花開発者

お星さまのおさんぽ商品名
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お星さまのおさんぽ商品名

スイーツ市場において菓子に次ぐ激戦マーケットである（写真は大丸札幌店））類似商品事例

多くの消費者は、美味しいプリンはプリンとして、

ヨーグルトはヨーグルトとして購入し、食したいと考える。

ただしそれが特別の「新しい美味しさ」、

「驚きの食感」という消費者を納得させる

競争力を有するかと考えると、そのパワー、

特性はない。良くも悪くも素直な味でインパクトに欠けるので、

他の訴求要素でのイメージ付けが課題である。

　↓

●一般のメーカーはその手間とコストから

　開発、発想はしない。その意味では

　オリジナル性がある。

●今回開発の商品はヨーグルト＋ジャム

　＋プリンの３層構造の商品である。

　（他にはない）

（市販想定商品）

競争力の評価

●贈答品ではなく、自分または家庭用消費の商品である。

●コンビニエンスストア各店も、スイーツ系商品は棚割りのボリュームも

　多くを占め、高級系スイーツも多く出回り、商品の入れ替わりも

　激しさを増している。

●百貨店・空港土産店においても、こだわりの地場商品があまた存在する。

●プリン・ヨーグルト類は、低価格スイーツ市場においては先行及び

　類似商品が多数ある超激戦マーケットである。（市販想定商品）

商品の市場性

●きのとや「北海道いちごプリン」

北海道美瑛産牛乳×北海道産イチゴジャム

を使用したなめらかプリン。

60



B：ウシをモチーフにA：いちごをモチーフに

●東京ビッグサイトでのアンケート結果では、パッケージクオリティは

　好反応であった。

●大人から子供まで共通して受けのいいストーリー性のあるデザインは

　評価されている。

●ギフトとしての汎用性も感じられる（札幌市内・某百貨店バイヤーより）

　このイラストシリーズでの多品種商品展開について興味ありとの

　声をいただく。

商品パッケージ

評価

「お星さまのおさんぽ」

●北海道らしさ（星空のメルヘン）はあり、大都市のエンドユーザーに

　対する土産品としての訴求は期待される。

●ただし、商品と名前が離れすぎていて、消費者は何の商品か

　わかりづらい。

●商品が分かるネーミングをメインに据えて、「お星さまのおさんぽ」は

　サブブランド名とする方が良いと考える

　例：名寄いちご三層プリン ～お星さまのおさんぽ

●市販することを考えると、消費者がすぐ分かるネーミングと

　することが大切である。

商品ネーミング

の評価

お星さまのおさんぽ商品名
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●WEB戦略を採り入れる。

　・好反応のお客様の書き込みを中心に、自社ホームページを充実させる。

●観光情報誌等へのアプローチ。

　・「じゃらん」「北海道ウォーカー」等への情報誌への売り込み、

　　ご当地スイーツ特集の中へ情報＋商品提供を行う。

●ネットでは4 個入りのまとめ買い商品としての戦略を。

セカンドステップ 通販対応で

●自社内ショップを中心に「道の駅」等の地場エリアで、

　小さなスイーツショップの手作り感を全面にアピールし、

　地元客及び観光・周遊客への販売からスタート。

●特に自社ショップ客からの反応・意見を拾い上げながら、

　単品販売からまとめ買い・お持ち帰り商品としてのスタートが

　ベストと考える。

ファーストステップ 地元消費で

手づくり感を全面に出し、

地場エリア限定商品としてスタート。

想定ターゲットと

展開の可能性

●製造の手間、コストの問題等もあるが、前述したように新鮮な味と

　食感の驚きはない。

●新ジャンルのプリンとしても市販商品としては現状からの改良、

　及び再開発が必要と思われる。

↓

ただし、「自然豊かな名寄のかわいいスイーツショップ【千花】の、

愛情いっぱいの手づくりスイーツ」としての価値は十分にある。

商品の可能性

お星さまのおさんぽ商品名
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●現状は手づくりとしてのスタートではあるが、

　その手間とコストの見合いの上、売価決定に慎重を要する。

●低価格スイーツは 50 円、80円の差で売れ行きが大きく左右されやすい。

※４個入り1,000円か1,200円か、そのコストの見合いは…

●遠距離通販の場合

　・ガラス容器は高級感があるが、4個入りだと重量も増し、

　　送料や資源回収面での消費者の負担を考えると、課題が多い。

　　プラスチック容器の場合は、形状保持面での強度の確認も必要である。

　　（ローコストの薄手のものは変形して、形が崩れることも予測される）

　・将来、通販対応を考えると「冷凍対応」の検討の是非の判断も

　　必要とされるか…。

　・現状の容器と入り量の検討、また商品そのものが崩れやすいことの

　　改善が必要と思われる。

●手づくり故の食味の安定も必要となる。

　※リピーター客に味のバラツキ感を感じさせないための

　　配慮も必要となる。

　※「この前食べた時と味が違う」が客離れを起こす。

開発の取り組みの

中での今後の

課題と改善の方向

お星さまのおさんぽ商品名
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マーケット分析と開発の方向

雪とまちあわせ

マーケット分析と開発の方向性
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材料／北海道産レアチーズケーキ（牛乳、卵、生クリーム、米粉、砂糖、クリームチーズ）

バター入りクッキータルト、求肥、ラズベリーソース

10 個入りパッケージ／￥880（税込）想定小売価格

定評のある名寄産の米粉を下川産のクリームチーズに練り込み、

レアチーズケーキに仕上げる。

その上にジャムを乗せ、和菓子で使用される求肥（ぎゅうひ）で

包んだフワフワ感を初雪に見立てた商品である。

洋菓子のレアチーズケーキを和菓子で包む面白さがある。

常温で、また冷凍アイスとしてと、2つの食感が楽しめる。

商品特性

創作キッチン　たまさぶろう開発者

雪とまちあわせ（和チーズケーキ）商品名
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●ふらの雪どけチーズケーキ（冷凍デリバリー）

●⑭見方　イチゴと餡とクリームの求肥包（冷凍デリバリー）

ホテル等向け業務用であるが、台湾の新光三越で販売したところ大変人気があった。

類似商品事例

●今回の商品は、チーズケーキという商品にその味を邪魔しない程度の

　ラズベリーソースを乗せ、求肥でふわりと包み込むといった

　洋菓子に和テイストを合わせた新しい食感・新鮮さが期待される。

●そのテイストの菓子は、市場でもまだ流通していない。

●新感覚の和風チーズケーキとして、市場の注目性がある。

●今回のビッグサイトでの商談希望率も一番高かった商品である。

競争力の評価

●道内のスイーツ市場で最大の主流は、チョコレート系（クッキー含む）

　であるが、「チーズケーキ」は第2 の主流になっている。

●北海道らしさ（雪のメルヘン）があり、道外客や海外客、

　特に雪の降らない地域のエンドユーザーに対する「北海道らしい土産」

　としての訴求が期待される。

　その反面、雪のメルヘンをモチーフとした菓子は、

　ナショナルブランドを含め極めて多い。

●ロッテの雪見大福、白い恋人、雪やこんこん（六花亭）に代表される

　「雪」モチーフの商品は数多あるが、いずれもマスプロである。

　「創作キッチンによる完全手づくりの北海道銘菓」ということは、

　希少性のイメージでエンドユーザーの

　「商品ベネフィット＝期待要素」となる。

商品の市場性

雪とまちあわせ商品名
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今後の商談等の中、商品イメージを確立させていくことが

大事である。

●パッケージに女の子のイラストを描いたスイーツはかつてないといえる。

●他商品と並び陳列された場合、目に入りやすく、大きな差別化要因となる。

●東京ビッグサイトのアンケート結果は、A案が好評であった 。

　※かわいい、いとしい、雪の感じがよく出ているなどの評価があった。

　女性需要の商品として、女性からの支持を得やすいデザインである。

B案

A案商品パッケージ

評価

他商品と差別化できるの強さはあることと、

意外性あるネーミングが受ける可能性は秘めている。

「たまさぶろうの 雪とまちあわせ 和チーズケーキ」

●雪質日本一の名寄から生まれ、ふわりと乗せた求肥を雪に見立て、

　開発者の発案である名前をそのまま使用した。

●菓子の商品名としては意外性のあるネーミングである。

●ネーミングからは商品が分からないので、急遽「和チーズケーキ」を

　セットしてみた。

●ネーミングが長過ぎる、イメージが弱いなどという

　アンケート回答もあった。

↓

※北海道～名寄の雪を想像させるネーミングではある。

※特売時のPO P などの宣伝物に開発ストーリーを表記することで

　成立できる。

商品ネーミング

の評価

雪とまちあわせ商品名
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この商品のもうひとつの可能性の要因は

●冷凍で配送できることは販売チャンス（賞味期間）の調整上有利である。

　冷たいままでも常温でも、2つの楽しみ方も大きな付加価値といえる。

※その半面、店頭陳列において保冷什器などの制約がある。

このステップを踏まえた商品開発がベターと考える

●空港土産菓子・道内百貨店の可能性

大量販売へサードステップ

●道内・首都圏の百貨店等のギフト商品として。

●カタログ・ネット通販業者とのコラボレーション。

●首都圏のレストラン等の OE M 商品として。

受注生産販売〈リスクなくスタート〉セカンドステップ

自社レストランでの提供はもちろん、キッチンたまさぶろうの

存在を含め、道内観光情報誌等へアピールし、

観光・周遊客をターゲットに。

地元エリア客ファーストステップ

●現状、小ロット生産の課題はあるが、商談率が高い商品である。

　今後の商談等での内容にもよるが

想定ターゲットと

展開の可能性

●女性受けする商品である

　ことはもちろん、ホテル・

　高級レストラン等のデザート

　としても可能性はある。

大きかった1個口を一口サイズ に

変えたことで印象が大きく変わ っ

た。

●チーズケーキのジャンルの中でも新感覚の商品であり、

　女性注目度も高い商品であることから、商品化の可能性は大きい。

●たまさぶろうの創作スイーツとしてのイメージも相乗効果を訴える。

商品の可能性

雪とまちあわせ商品名
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●まず今後の商談の内容・要望を吟味し、商品化の可能性と方向性を

　探っていくことが大事である。

●その中で、現状の生産体制の改善等の検討。

　生産体制として調理人が本人一人のみという面でのリスクがあるので、

　将来に向けての検討が必要である。

●上記の方向イメージの中でのネーミング、パッケージ等の

　最終的なブラッシュアップと続く。

●商品としてのブラッシュアップの中では、求肥の厚みによって、

　中のチーズケーキとの味のバランスが変わるので、吟味する必要がある。

●コストと原料調達の課題も大きな検討要素となる。

●パッケージ形状では、求肥包みのねばり付着の解消を同時に考えていく。

小ロット生産からのスタートとなるであろうが、

今後の体制と味と品質の維持・向上を図っていく

開発の取り組みの

中での今後の

課題と改善の方向

雪とまちあわせ商品名
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マーケット分析と開発の方向

星に願いを

マーケット分析と開発の方向性
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1 枚／￥84（税込）想定小売価格

黒チョコレートをベースにホワイトチョコで星形を彩り、

ミルク等を混ぜ合わせクッキー風に焼き上げた新感覚のチョコレート菓子。

商品特性

株式会社　喜信堂開発者

星に願いを商品名
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●東京ばな奈「アイとサチ」

●あわや忽兵衛のギフト菓子「星の願い」●六花亭「雪やこんこ」

ブラック＆ホワイトの配色菓子例（総じて星形イメージ菓子は少ない）類似商品事例

●北海道の星空をモチーフにした商品はかつてなく、

　ネーミングの分かりやすさと相まって、他との差別化がある。

●食味も新鮮であるが、「星に願いを」という商品名には、

　童話やディズニーアニメを連想させるポエム感があり、

　エンドユーザーへの商品刷り込み効果（記憶性）が期待できる。

●陳列コーナーで一定のボリューム感を確保できるなら、

　当商品のインパクトは強いと思われる。

競争力の評価

●スイーツ菓子市場は近年「ラスク系」「サブレ系」などの商品も

　目立ってきたが、「白い恋人」「ロイズ」等に代表される

　チョコレート菓子は、いまだに大きな市場である。

●星形のデザインのあしらいと、クッキー風の食感は

　新しいチョコレート菓子としての印象は強い。

●当商品は北海道らしさ（澄み切った夜空と星のメルヘン）があり、

　道外客や海外客、特に星の見えない大都市のエンドユーザーに対する

　「北海道らしい土産」としての訴求が期待される。

商品の市場性

星に願いを商品名
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※個包装を含め、全体がブルーなのが重いのでは

　（札幌某フードコンサルタント）の意見もあった。

※一部、白地・透明等のヌケ感も検討の余地があると思われる。

今後、販売の方向・戦略により、包装紙包みの可能性もあり、

商品の中身自体の、消費者への見せ方の工夫を要する。

●アンケートでは、おおむね好評である。

●外パッケージは個包装のイメージで急遽作成したが、

　B案の写真入りの方が好評であった。

商品パッケージ

評価

「星に願いを」

●「星」という言葉自体が、大衆が好む単語であり、＋「願い」により

　多くの人がディズニー映画や曲を連想し、商品名として輝きがある。

●北海道～名寄（天文台）との連想をつけやすく

　北海道を代表させる名菓のネーミングにはふさわしい。

●現在「はやぶさ」ブームで脚光を浴びている天文学界であり

　「星」の訴求力は高い。タイミングを活かせるのでは…。

商品ネーミング

の評価

A案 B案

星に願いを商品名
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一気呵成の戦略も必要。新聞広告等での認知、観光雑誌広告での認知

●想定ターゲットはズバリ、道外・海外客と考える。

●空港及び土産物を中心に棚割りの確保をまず目指す。

●星空＝北海道・名寄を連想させる店頭の仕掛けも必要となる。

●取扱店もテスト販売からのスタートとなるが、エンドユーザーに

　商品購買を喚起させる什器や POP、行灯などの

　販売支援キットの提供等も合わせて検討する必要がある。

想定ターゲットと

展開の可能性

●今後の商談、営業の方針にもよるが、北海道を代表する

　観光名菓へと育つ可能性が大きい。

●北海道イメージとしての商品力とネーミング力がある。

↓

※ただし、エンドユーザーがトライアルで終わるかリピーターになるかは

　食味（甘さ等）の関係者のヒアリング、消費者モニタリング等を

　行いながら検討・改善の余地を残している。

※（札幌某フードコンサルタント談）

　「甘さが立ちすぎてはいないか」また、「甘みを抑えてもっと

　大人の味にしては」「油分も多いのでは…」との意見もあり。

商品の可能性

星に願いを商品名
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●商品自体の壊れやすさが致命傷になる恐れ。

　アンケートにもあるが、くずれやすいことを指摘している人が

　複数存在する。

　土産品・ギフトとしては大きなクレーム問題となる。

　（成分の問題か、ブラックとホワイトのはめ込みが原因か）

●個包装の袋自体にも問題がある可能性？

　大手菓子メーカーの個包装の袋は簡単に切りやすい。

　※当商品の個包装は、切りづらく力を要することも原因か。

●陳列時の全体ボリュームを占めるパッケージの色身も検討。

　※白い恋人の包装紙と全体ボリュームは濃紺である。

　※隣りに陳列されることなどを想定し、カラー戦略を考えることも

　　重要である。

開発の取り組みの

中での今後の

課題と改善の方向

星に願いを商品名
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マーケット分析と開発の方向

ひまわり油・北の耀き

マーケット分析と開発の方向性
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●地元の農家が丹精込めて栽培した名寄産ひまわり原料を１００％使用し、

　また、遺伝子組み換えをしていない。

●原料をそのまま圧力をかけて搾る昔ながらの圧搾法にこだわっている。 

　さらに、最初に搾りきる油だけで作り、薬品による抽出や脱臭あるいは

　食品添加物を一切使用していない生一番搾り。 

　ひまわり本来の持つ芳醇な風味やコク、ミネラルを最大限生かした商品である。

材料／

食用ひまわり油

（ハイオレイック）

1本／￥1,365（税込）想定小売価格

名寄産ひまわりを原料に100％使用した健康食用油。

体に良い成分を多く含み、さわやかな香りとなめらかな質感が特徴である。

商品特性

ひまわり工房 北の耀き（株式会社名寄給食センター）開発者

ひまわり油　一番搾り「北の耀き」商品名
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ロシア産アルゼンチン産イタリア産

海外産のひまわり油

日本市場はそのほとんどが海外ブランド類似商品事例

●国産ひまわり油の経済性が低いので国内競合は無いに等しい。

●北竜町は「ひまわりの里」で有名であるが搾油製品はない。

●北海道産ひまわり油として市場で注目される可能性は高い。

競争力の評価

●日本のオリーブオイルがポピュラーであるが、ひまわり油は世界的には

　食油供給量で4 位（オリーブオイルより上位）の

　極めてポピュラーな商品である。（2007/08 年の全世界における

　生産量は約 13500 万トンで、パーム油・ダイズ油・菜種油に次ぐ第4 位）

●日本で消費されるひまわり油は、ほとんどが海外ブランドである。

　もっとも日本で一番使われる大豆油（サラダオイル）も

　原料は98％が輸入である。

●国産食用油原料は大豆、菜種、ひまわりであるが、

　価格、生産量とも海外産との競争性は極めて低い。

商品の市場性

ひまわり油・北の耀き商品名
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●販売価格的にも高級オイル路線の商品であり、ビンの形状や

　表示ラベルデザインは高級感を出している。

●ただし、ラベルを含め、文字の大きさは一考の余地を残している。

商品パッケージ

評価

「北海道名寄産　北の耀き　向日葵油」

●アンケートの結果、ネーミングはおおむね好評な反応である。

　※ただし、「ひまわり油」という商品そのものが分かりづらいという

　　意見もあった。向日葵油と漢字表記であるが、今後の展開の中で

　　一考を要する必要性も感じられた。

例：ストレートに

　　「北海道のひまわり畑から一番搾りオイル」など。

商品ネーミング

の評価

ひまわり油・北の耀き商品名
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●兵庫県佐用町

●大分県中津市三光

国産のひまわり油
※一部の国産は小ロットであり、メジャー商品とはなっていない。

●国産の希少性と高級健康オイルとしての位置づけで

　健康志向層、富裕層、自然派層を上得意客へ。

●上記ターゲットが利用する百貨店、自然派ショップ、

　高級スーパー等が主戦場と考える（リピーター、固定ファンを増やす）。

●また、健康志向者向け通販や WE B 販売戦略も不可欠といえる。

　例：東京都内で展開する高級スーパー（明治屋・紀ノ国屋）、

　　　自然食レストラン等も商談の大きな可能性を秘めている。

　　　※明治屋・紀ノ国屋は、芸能人の奥さん、セレブが多く利用する店。

想定ターゲットと

展開の可能性

●前述のように、国内ひまわり油製品は無いに等しい。

●健康志向の中、ひまわり油の成分は注目に値する。

　※オレイン酸＝悪玉コレステロールを下げ、新陳代謝を高める。

　※ビタミンE＝若返り効果・血液サラサラ効果（オリーブ油の約 10倍）

↓

●北海道産＋健康オイルのイメージ訴求で、

　他の油からの切り替えを喚起（特にオリーブオイル使用者）。

●ビネガーと組み合わせてドレッシング、パンに塗って等、ハイセンスな

　使い方のイメージ提案も、商品性を広げる上で有効である。

商品の可能性

ひまわり油・北の耀き商品名
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●本年公開の映画（星守る犬／西田敏行主演、ヒマワリ畑のシーンが

　印象的！！）の話題性とも関連づけて、

　景観作物としての「ヒマワリ畑」の広がりイメージを

　戦略的に活用すべきである。

パックスナチュロン　太陽油脂　870円 60ml

１・換算で 7250 円（amazon.com 価格）

・美容用オイルとして通信販売。

●すでに製品化され、市場で販売されている商品であるが、

　ひまわり油に利用をシフトさせる仕掛け、努力が最重要テーマ。

●PO P などを使い、店頭で健康商品であることや美味しさを実感させる

　デモンストレーションなどの地道な活動を行うことで、

　売れ行きは大きく変わることが予想される。

●高級オリーブオイルにも匹敵する風味、香り等、

　まずはオリーブオイル利用層の意識へ働きかける。

　↓

　TV・新聞でのパブリシティ効果も有効な手段である 。

●ひまわりは美容商品としての大きな可能性も、

　将来楽しみな素材である。

開発の取り組みの

中での今後の

課題と改善の方向

ひまわり油・北の耀き商品名
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マーケット分析と開発の方向

アスパラ健康麺

マーケット分析と開発の方向性
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材料／

名寄産アスパラパウダー、美瑛産小麦粉、綿実油、甘塩（あまじお）

※化学調味料は一切使用していません。

1 箱（600g／3 袋）／￥1,200（税込）想定小売価格

名寄産のアスパラを練り込んで手延べで作る麺。

麺のコシ、風味、香り、栄養などのバランスのとれた美しい商品である。

商品特性

株式会社江端商店開発者

手延べ・アスパラ健康麺商品名
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●アスパラの里　南会津田島のアスパラ麺

●讃岐健康野菜麺

●讃岐うどんに31種の野菜パウダーを

　練り込んだ讃岐うどん。

●健康へのインパクトと説得力ある

　打ち出し方で、売り上げが伸びている。

類似商品事例

●麺に野菜パウダーを練り込んだ商品は、各社、多種多様にある。

　（カボチャ、ほうれん草、アスパラ等）

　 ※ただし、単に練り込んだという商品表示である。

●アスパラの持つ好イメージ＋健康麺という打ち出し方で、

　市場での勝機と優位性の可能性はあると考える。

競争力の評価

●食生活の多様化が進み、麺市場（ラーメン・パスタ除く）は

　頭打ちのマーケットである。

●ただし、外食から内食に食生活が変化し、コストが安く、

　手軽に調理できる麺は根強い商品ともいえる。

●コンビニ・スーパーでも若者の麺（うどん・そば）購入者は多い。

　※インスタントではなく。

　※コンビニでは讃岐うどんは定番商品となっている。

●今回の商品である冷麦は、ギフト品としてブランド力の高い老舗商品が

　主力である。

●商品の限界として、アスパラの味やアスパラらしい香りはやや弱いので、

　それ以外の部分の訴求でカバーしていく必要がある。

商品の市場性

手延べ・アスパラ健康麺商品名
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課題として、健康成分の表示の打ち出し方の大きさ、

老舗の技術としての手延べのアピールの仕方等に対する

デザインの検討が残った。

●東京ビッグサイトのアンケート結果では、B案が圧倒的に支持された。

●新鮮なアスパラのイメージ、健康、従来の麺のパッケージにはない

　新感覚の商品パッケージとして受け入れられたと考える。

B案A案

商品パッケージ

評価

「手延べ・アスパラ健康麺」

●日常の食品として、味や手延べの高い技術等、商品そのものの

　品質を求めている消費者像が浮かび上がった。

　（東京ビッグサイトアンケート調査より）

●ネーミングのロゴデザインを含め、

　手延べ感のアピールの必要性＋健康という付加価値を再検討したい。

商品ネーミング

の評価

手延べ・アスパラ健康麺商品名
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●直販及び委託販売の両方から以下の流通チャネルを検討する。

1.地場販売

　道の駅を始め、地元スーパー等へ1 包装（単品）販売

2.贈答用として

　・夏のギフト品として取扱業者への売り込み

　・冠婚葬祭用品として、引き出物業者への売り込み

3.業務用として

　ホテル及び割烹料理店等の〆の品として

4.通販商品として

　自社 WE B 展開の他に、アスパラギフトとの抱き合わせ商品として、

　通販業者とのコラボレーションの可能性

想定ターゲットと

展開の可能性

上記のポイントを押さえた営業トークやセールスシートにより、

他の麺商品との差別化を図っていく。

のどごし・食感・味

見た目の

楽しさ
＋健康志向＋

手延べ

（手作り感）
＋

創業 70年の伝統と

老舗の技術

●アスパラ粉入りの麺は、全国的にも希少性がある。

●商品の訴求ポイントとして

商品の可能性

手延べ・アスパラ健康麺商品名
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アンケートにも調理例の紹介とバリエーションが

欲しいとの声があった。

●現状は冷麦であるが、鍋料理等など汎用性のある商品（うどん等）

　の開発の検討。

●例として、南会津田島のアスパラ麺等

　※調理利用の幅が広がる可能性（アスパラ麺サラダ）

　※前述の調理写真はペペロンチーノ風

開発の取り組みの

中での今後の

課題と改善の方向

手延べ・アスパラ健康麺商品名
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マーケット分析と開発の方向

海鮮玉 アスパラ薄化粧

マーケット分析と開発の方向性
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材料／

魚肉（スケソウダラ、エビ、タコ、イカ、ホッキ貝）、

野菜（アスパラガス、キャベツ、玉ねぎ、人参、長芋、生姜）、

つなぎ（馬鈴薯澱粉、卵）、砂糖、食塩、みりん、ごま油、豆乳、牛乳、黒胡椒、調味料（昆布、

カツオ出汁、アミノ酸等）、

たれ（塩味）

1 箱（10個入り）／￥630（税込）想定小売価格

海鮮シュウマイにアスパラなどの野菜を練り込み、

表面にもアスパラのパウダー粉をまぶし、北海道産の匠のスープと

一緒に食してもらう商品。

商品特性

かまくん本舗 えびす食品株式会社開発者

アスパラ薄化粧 または アスパラ入り海鮮玉商品名
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●ホッキしゅうまいの華隆「ホッキしゅうまい」●函館タナベ食品「海鮮しゅうまい」

●「海鮮」とつく商品はあるが、商品の形状等で類似するものはない。類似商品事例

消費者になじみのある「かまくん本舗」の

手づくり品であることも、強調していくべき要素である。

その上で、匠スープの味を含めた一層の味の追求が必要となる商品である。

「アスパラ入り」は商品の購買時の差別化ポイントとはなるが、

あくまで “味”が勝負の商品ジャンルとなる。

●アスパラの味、食感、香りの面では特性として発揮できていないので、

　それをカバーできる商品力を持てるかが鍵になる。

●シュウマイ、つみれ系の商品は多様に流通している。

　高級土産品からデイリー商品まで、その種類は多い。

●今回の開発商品は「シュウマイ」「つみれ」の

　従来のジャンルの商品とは異なり、匠スープでの食べ方が新鮮で

　アピールできる（新たな市場を創る可能性はある）。

●ただ、製品としては、高級土産のジャンルではなく、

　デイリー用商品としての意味合いが強い。

　↓

競争力の評価

商品の市場性

アスパラ薄化粧・アスパラ入り海鮮玉商品名
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「アスパラ入り」を文字表記だけではなく、写真・イラストで

さらに強調させるデザインが、今後の検討となる。

●ネーミング別にパッケージデザインを開発した。

●アンケート調査では、A 案・B案いずれも拮抗した評価となった。

●各パッケージに商品写真を入れたことで、いずれも商品の中身が

　分かりやすいという評価であった。

A案

B案

商品パッケージ

評価

この商品は海鮮シュウマイか、つみれか、商品そのものの

ポジションを明確にする必要性がある。

「アスパラ薄化粧・アスパラ入り海鮮玉」

●アスパラ薄化粧はよく分からない（化粧品のよう）という

　意見があった。

●海鮮の方がイメージに合っているという意見があった。

●ネーミングとは別に「名寄産・新鮮アスパラ入り」という

　アスパラや商品の生産地名を入れた方が良いという

　意見も多く見受けられた。

商品ネーミング

の評価

アスパラ薄化粧・アスパラ入り海鮮玉商品名
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「アスパラ入り」＋「冷凍デリバリー」のメリットを訴求していく

●北海道の新土産品とデイリーの2 つの考え方。

1.新北海道土産

　道内空港及び東京どさんこプラザなどでの北海道発の新食品としての

　流通チャネル開発

2.全国百貨店の北海道物産フェア

　試食（野菜入りスープ等）デモで購買を喚起。通販客化を促す仕掛けを。

3.通販業者等とのタイアップ

　カタログやWE B で販路拡大の新チャネル開発

4.道の駅や地場スーパーへ

　開発中のパッケージを外し、安価な袋入りで

5.業務用として

　レストラン、割烹料理店等の鍋物の具材として

想定ターゲットと

展開の可能性

●前述した通り、当開発商品はしゅうまい（つみれ）を

　匠のスープで召し上がってもらうという

　新しい食べ方の提案と差別力はある。

　※ただし、食卓の主役にはならない。

●キノコや根菜類と一緒に野菜スープ仕立ての調理や

　麺と一緒に食す調理法等、料理のバリエーションを楽しめる素材として

　アピールすることが、購買を喚起させると考える。

●その中で、匠スープの存在も大きいと思われる。

商品の可能性

アスパラ薄化粧・アスパラ入り海鮮玉商品名
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●東京ビッグサイトでのアンケート結果では

　大変おいしい…48％

　おいしい………48％　となった。

　※匠スープの味の濃さを「薄めに」という意見もあり、

　　今後の味の開発を一層進めていくことを考える。

●北海道土産品とデイリー品の2 つの流通チャネル開発を

　今後、具体的にバイヤー等と詰めていく必要がある。

開発の取り組みの

中での今後の

課題と改善の方向

アスパラ薄化粧・アスパラ入り海鮮玉商品名
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 ４．まとめ：今後の方向性  

（１）各事業者の取組み 

今年度の各事業者による商品開発は、名寄商工会議所の「地域資源∞全国展開プロ

ジェクト（正式名称：小規模事業者新事業全国展開支援事業）」の補助事業として行われ、

関係者や専門家の参画を得て、６回の「プロジェクト委員会」、８回の「商品開発部会」と

数回の個別打合せを経て、現在の商品の姿に到達できたものです。数回の委員会にお

ける試食と意見交換、札幌、旭川、地元名寄での一般消費者対象のアンケート、９月と３

月の２回にわたる東京ビッグサイトでの「インターナショナル ギフト・ショー」におけるバイヤ

ーや飲食事業者、企業関係者等を対象とした試食アンケート＆ヒアリング等を繰り返しな

がら、素材や加工技術の改良に努め、特徴ある新「なよろブランド」商品に向けて育て、成

熟させてきたものです。 

これまでの各事業者の努力によって、「モノ」：製品としてのレベルは、消費者はもちろ

ん、バイヤーや専門家にも、かなりの高い評価を得られていて商品化に向けての可能性

が充分に高いところまで来てはいますが、市場の中で一般消費者に受け入れられて一定

の量が売れる「ヒット商品」として高いブランド力を持つ商品としての完成度を有するまでの

レベルにはまだ至っていない部分もあるのが実情です。 

今後は、今年度の取組み成果を次のステップにつなげ、市場における商品としての可

能性を把握するためのマーケット調査の結果、専門家からの指導による方向性等を参考

にしながら、各事業者が主体的に独自の検討を継続的に進めて行く必要があります。  

今後は、地域企業としての経営戦略の中で、今回のプロジェクトで手掛けた開発商品

が収益を生み出して自社の活力を高める商品になり得るかどうかの判断をした上で、多少

のリスク負担も視野に入れながら、良質な原材料の確保、生産体制の確立、商品イメージ

のブラッシュアップ、安定した販路の確保等に向けての新たな挑戦が必要とされます。 

（２）商工会議所としての取組み  

一方、商工会議所としては、各事業者の積極的な挑戦に向けての意欲を充分に尊重

しながら、これまでの継続的取組みで芽生えた可能性を活かして、名寄の農業や観光業

を含めた地域産業の活性化に向けての取組みを継続できるように、行政：名寄市とも連携

しながら、条件を整える必要があります。 

国や北海道の諸制度を活用しながら、民間事業者の意欲的な取組みを支援できるよう

に準備を進めることが必要とされています。 

丁度タイミング的には、今年度には名寄市を舞台とした映画「星守る犬」が公開される

ことになっており、それをきっかけにして多くの観光客が訪れることが予想され、今年度の

「地域資源∞全国展開プロジェクトにおける各事業者の取組みテーマとも関連が深かった

「ひまわり」や「星」を、地域イメージを伝える観光資源として強力に情報発信して行く良い

きっかけとなることが期待できることから、次年度は「ひまわり＆星の観光」と連動しながら

各民間事業者の開発商品のＰＲと販路拡大に取り組んで行くことが必要とされます。 

具体的には、「ひまわりのまち」、「星守る犬ロケ地」として、市内外に向けて観光地とし

ての情報発信を行うためのイベントやキャンペーンの企画、「なよろブランド」販売拡大の

ための商談会への参加、札幌や首都圏、本州大都市での試験販売や、インターネット通

販の試験販売等の実施へ向けての準備が必要とされます。 
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新「なよろブランド」商品開発プロジェクト委員・商品開発部会名簿 

     

  事業所名  役職名 氏名  備考 

1 名寄商工会議所 副会頭 黒 田 英 二 委員長 

2 名寄市立大学保健福祉部栄養学科 准教授 工 藤 慶 太 副委員長 

3 名寄市経済部農務課 係長 青 野 文 泰 委員 

4 名寄市経済部産業振興課 係長 白 井   薫 委員 

5 名寄青年会議所 理事長 湯 川 孝 一 委員 

6 ＮＰＯ法人なよろ観光まちづくり協会 事務 綿 引 将 康 委員 

7 名寄市物産振興協会 事務局 宮 本 慎 司 委員 

8 上川農業改良普及センター名寄支所 指導主任 寺島喜久美 委員 

9 北星信用金庫業務部 副部長 森   茂 樹 委員 

10 名寄商工会議所 副会頭 真 鍋 和 一 委員 

11 名寄商工会議所工業部会 部会長 小 國 喜 次 委員 

12 名寄商工会議所青年部 会長 秋 葉 幸 司 委員 

13 ㈲東洋製麺 代表取締役 伊 藤 保 男 委員・商品開発部会 

14 ㈲丸松江端商店 代表取締役 江 端 政 勝 委員・商品開発部会 

15 ㈱えびす食品 代表取締役 猿 谷 繁 明 委員・商品開発部会 

16 ㈱喜信堂 販売部長 坂 本 和 哉 委員・商品開発部会 

17 ㈲菓子司東陽軒 代表取締役 及 川 浩 一 委員・商品開発部会 

18 ㈱グランドホテル藤花 代表取締役 長谷川充保 委員・商品開発部会 

19 ㈱東洋肉店 専務取締役 東 澤 壮 晃 委員・商品開発部会 

20 創作キッチンたまさぶろう 店主 志々見   敦 委員・商品開発部会 

21 ㈲丸観商店 千花 代表取締役 相 原    誠 委員・商品開発部会 

22 丸八商事 店主 槙 田 正 樹 委員・商品開発部会 

23 ㈲ふじいタイヤ 代表取締役 藤 井 和 仁 委員・商品開発部会 

24 ㈲リリーフ（ひまわり工房「北の輝き」） 代表取締役 懸 尾 隆 一 委員・商品開発部会 

25 ㈲リリーフ（ひまわり工房「北の輝き」） 工場長 斉藤   裕 委員・商品開発部会 

26 ㈲樋口醸造店 専務取締役 樋 口 英 之 委員・商品開発部会 

     

新「なよろブランド」商品開発プロジェクト事務局名簿 

     

  事業所名  役職名 氏名   

事務局 名寄商工会議所 専務理事 今    尚 文  

〃     〃 事務局長 青 山 義 和  

〃     〃 相談所長 井 上 幸 人  

〃     〃 相談係長 嶋 津 卓 也  

〃     〃 補助員 牧 村    亮  



  

 



 
 

  

新「なよろブランド」商品開発プロジェクト事業関連アンケート調査 

―合算集計結果報告― 



 
 

  



 
 

  

地域ブランド活用全国展開事業関連アンケート調査合算集計結果報告 

 

１．調査対象 

    ①えびす食品株式会社 ：「アスパラ入り海鮮玉 アスパラ薄化粧」 

    ②㈱江端商店   ：「手延べアスパラ健康麺」 

    ③創作キッチンたまさぶろう ：「雪と待ち合わせ 和チーズケーキ」 

    ④Shop’s Garden 千花  ：「お星さまのおさんぽ」 

    ⑤㈱喜信堂    ：「星に願いを」 

    ⑥ひまわり工房「北の耀き」 ：ひまわり油「北の耀き」 

 

２．調査期間 

 （１）調査期間：2010 年８月５日～2011 年 2 月４日 

 （２）調査場所及び日程： 

●調査期間：2010 年８月５日～2011 年２月４日 

●調査場所及び日程： 

  ①名寄：2010 年７月２２日 （第２回プロジェクト委員会）   ３０票 

    ②名寄：2010 年 8 月１９日 （第３回プロジェクト委員会）    ９８票 

  ③東京：2010 年 9 月 7 日～10 日 

           （東京ビッグサイト 第 70 回インターナショナルギフトショー会場）  ５２０票 

  ④旭川：2010 年 10 月 9 日～11 日 

           （旭川開村１２０周年「食のマルシェ」会場）   ２０５票 

  ⑤名寄：2010 年 11 月 11 日 （第４回プロジェクト委員会）         34 票 

  ⑥札幌：2010 年 11 月 15 日～16 日 

           （札幌展示会：どさんこプラザ会場）    ２５５票 

  ⑦名寄：2010 年 12 月 4 日 

           （名寄市「地産地消フェア会場」）    １４１票 

  ⑧東京：2011 年 2 月 1 日～4 日  

              （東京ビッグサイト 第 71 回インターナショナルギフトショー会場） ３２０票  

                                       （以上回収有効総数 1,603 票） 
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３．調査概要報告 

      上記の８回のアンケートに関して、これまで毎回個別の報告をしてまいりましたが、事業終了

にあたり、全アンケートの推移を分析したところ、場所や時期による著しい特性は見られないこ

とから、参考として合算して母数の票数の多い場合の結果としてお客様の意見を見ておくこと

とし、アンケート調査を通しての意見を集計し、全体の傾向をまとめました。 

 また、2011 年 2 月 1 日～4 日（東京）でのアンケートは、最終段階のとして調査ということで、

それまでの開発途上でのアンケートと設問が異なるため、今回の集計の中には加えないことと

しました。 

 

①えびす食品：「アスパラ入り海鮮玉 アスパラ薄化粧」 

 
商品開発当初は【アスパラしゅうまい】としてスタートしたものの、しゅうまいは市販の競合品も多い

というアンケート結果から、【アスパラ入り海鮮玉】へ開発対象商が変更されましたので、今回の合算

集計からは省きました。 

 

    商品変更後の主な意見として、味については１００％の人が「大変おいしい」、「おいしい」といった意

見だった。個別意見として「スープとの相性が良い」という意見もみられ、商品の改善という意味合い

ではなく、新たな商品開発対象としての可能性があると感じられます。 

 

    今後においては、「商品名が長い」といった個別意見がみられることから、商品名などの検討の必

要があると考えられる。 

 

     （※2010 年 11 月１１日のアンケートより商品の変更が行われており、票数的に全体の母数が少ない

ためアンケート全体の集計からは省きました。） 

 

 

②江端商店：「手延べアスパラ健康麺」 

    ○見た目 

        ・全アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が６５％となっており、次いで「市販のと

変わらない」が２７％となっています。 

        ・個別意見としては、色や見た目が綺麗という意見が多く見られることから、商品的には好意を

持って受け止められていることがうかがえます。 

 

66%

27%

7%

「アスパラ麺」の見た目

①おいしそうに見える ②市販のと変わらない ③おいしそうに見えない
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○味 

   ・全アンケートを通して、「大変おいしい」、「おいしい」という意見が９割を超えていますが、個別意見の

中では、アスパラの風味や香りが不足しているという意見が目立ちます。アスパラらしい特徴を出して

行くことが課題だと思われます。 

 

26%

65%

9%

0%「アスパラ麺」の味

①大変おいしい ②おいしい ③おいしくない ④全くおいしくない

 
 

○歯ごたえ 

  ・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が８７％となっていますので、現在のものが適正である

と判断されます。 

 

87%

3%
10%

「アスパラ麺」の歯ごたえ

①ちょうど良い ②ありすぎる ③なさすぎる

 
 

○１袋の量 

   ・全アンケートを通して、「定量」という意見が７７％となっていて、現在の量が適正であると判断されま

す。 

 

77%

16%
7%

「アスパラ麺」１袋の量

①定量 ②もう少し多くて良い ③もう少し少なくて良い
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○価格 

   ・全アンケートを通して、「300 円以下」、「300 円～350 円」の意見の合計が８割を超えることから、価格

設定については 350 円以下で検討する必要があると考えられます。 

 

件数

0 10 20 30 40 50 60 70 80

①300円以下

②300円～350円

③350円～400円

④400円～450円

⑤450円～500円

⑥500円～550円

⑦550円～600円

⑧600円以上

「アスパラ麺」の値段

①300円以下 ②300円～350円 ③350円～400円 ④400円～450円

⑤450円～500円 ⑥500円～550円 ⑦550円～600円 ⑧600円以上
 

 

○商品名 

   ・商品名については、「そのままで良い」という意見が４４％、次いで「名寄に関するロゴも入れた方が良

い」も３８％と比較的高くなっています。今後、さらなる検討も必要だと思われます。 

 

44%

38%

18%

「アスパラ麺」の商品名

①そのままで良い ②名寄に関するロゴも入れた方が良い ③変えた方が良い
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      ③創作キッチンたまさぶろう：「雪と待ち合わせ 和チーズケーキ」 

 
  ○年齢、性別 

    ・年齢については、全ての世代にほぼ均等に分かれています。 

    ・性別については、「女性」が６７％と多くなっています。スイーツということもあって、年齢層に関係なく

女性の関心が高いことがうかがえます。今後は、女性にターゲットに絞った展開の検討によって、商

品的な特徴が明確になるものと思われます。 

33%

67%

性別について

①男性 ②女性

 
 

○見た目 

  ・全アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が８０％となっており、次いで「市販のと変わらな

い」が１６％となっていますが、基本的には好印象を得ているものと判断されます。 

80%

16%

4%「雪とまちあわせ」の見た目

①おいしそうに見える ②市販のと変わらない ③おいしそうに見えない

 
 

○味 

  ・全アンケートを通して、「大変おいしい」、「おいしい」という意見が９０％となっています。 

  ・個別意見としては、冷凍、解凍などの食べ方に対する意見が多くみられ、夏の冷菓としての展開の可

能性が感じられます。 

41%

49%

9%

0% 1%「雪とまちあわせ」の味

①大変おいしい ②おいしい ③普通 ④おいしくない ⑤全くおいしくない
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○食感 

  ・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が７８％となっており、次いで「少し堅い」が１１％となっ

ています。 

 ・個別意見としては、「求肥のざらつきが気になる」という意見があり、温度による食感の調査も今後の検

討課題と考えられます。 

 

78%

5% 11% 4%

2%「雪とまちあわせ」の食感

①ちょうど良い ②堅い ③少し堅い ④軟らかい ⑤少し軟らかい

 
 

 

○大きさ 

  ・アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が７２％となっていますが、「少し大きすぎる」という意見も

１６％となっているため、一口サイズ化や求肥に切れ目を入れて切り分けやすくするなどの工夫が必要

と考えられます。 

 

72%5%

16%

4%

3%「雪とまちあわせ」の大きさ

①ちょうど良い ②大きすぎる ③少し大きすぎる ④小さすぎる ⑤少し小さすぎる
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○価格 

  ・アンケートを通して、「適正」という意見が５８％となっており、次いで「もう少し安くても良い」が３８％とな

っています。 

  ・「もう少し安くても良い」の中で具体的にあげられた価格以下にまとめる考え方もありますが、ターゲット

客層をどう想定するかによって、商品としての組み立てが変わって来るものと思われます。 

 

■個別意見のまとめ 

件数

0 10 20 30 40 50 60

①200円以下

②200円～240円

③250円～280円

④300円以上

①200円以下 ②200円～240円 ③250円～280円 ④300円以上
 

 

 

○商品名 

  ・商品名を「雪とまちあわせ」に変更してから、「変えた方が良い」という意見が減り、「そのままで良い」と

いう意見の人が６６％に増加していますので、このイメージでアッピールして行くことで良いと思われます

が、知名度が上がりイメージが浸透するまでは、「どんなお菓子か？」が伝わりにくい点を考慮した情報

発信戦略が必要とされます。 

 

■商品名変更後の集計 

66%
22%

12%

「雪とまちあわせ」の商品名

①そのままで良い ②名寄に関するロゴも入れた方が良い ③変えた方が良い
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④千花：「お星さまのおさんぽ」 
 

  ○見た目 

    ・全アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が７０％となっており、次いで「市販のと変わ

らない」が２３％となっています。 

    ・個別の意見としては、「トッピングの苺が良い」という意見が多くみられます。 

70%

23%

7%見た目について

①おいしそうに見える ②市販のと変わらない ③おいしそうに見えない

 
 

  ○味 

    ・全アンケートを通して、「大変おいしい」、「おいしい」という意見が８割を超えています。 

    ・個別意見としては、「甘さが控えめで良い」、「さっぱりして良い」という意見が多くみられます。 

36%

50%

11%

3% 0%味について

①大変おいしい ②おいしい ③普通 ④おいしくない ⑤全くおいしくない

 
 

  ○食感 

    ・アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が８割を超えており、次いで「少し堅い」、「軟らかい」と

なっています。 

    ・「少し堅い」という意見として、個別意見の中で「プリンが堅い」という意見が数件みられます。 

83%

2%
9%

5%
1%

食感について

①ちょうど良い ②堅い ③少し堅い ④軟らかい ⑤少し軟らかい
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 ○大きさ 

   ・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が８割を超えており、次いで「小さすぎる」、「少し小さ

すぎる」となっています。なお「小さすぎる」、「少し小さすぎる」という意見は、旭川会場（2010/10/09～

11）が意見の大半で、大ぶりを好む地域性の影響が出ているものと思われます。 

83%

1%

3% 7%

6%

大きさについて

①ちょうど良い ②大きすぎる ③少し大きすぎる ④小さすぎる ⑤少し小さすぎる

 
 

 ○値段 

   ・１ヶ３５０円の設定時は「もう少し安くても良い」という意見が７割を超えていましたが、３００円の設定時

には、「適正」という意見が６割に増加しています。 

   ・３００円を超えると抵抗感が強いという傾向がみられことから、３００円を超える値段設定とする場合は、

苺の量などの見た目の豪華さを検討する必要があると考えられます。 

 

■350 円設定時 

30%

4%

66%

350円設定時

①適正 ②もう少し高くても良い ③もう少し安くても良い

 
 

 

■300 円設定時 

58%

3%

39%

300円設定時

①適正 ②もう少し高くても良い ③もう少し安くても良い
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○商品名 

   ・全アンケートを通して、「名寄に関するロゴも入れた方が良い」という意見が３割超えています。 

   ・個別の意見としては、「イメージとして星と繋がらない」という意見が多くみられます。また、苺とヨーグル

トを商品としており、競合製品が多いため、ロゴなどに特徴を持たせる必要があると考えられます。 

49%
36%

15%

商品名について

①そのままで良い ②名寄に関するロゴも入れた方が良い ③変えた方が良い
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⑤喜信堂：「星に願いを」 
 

  ○パッケージデザイン 

    ・全アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が７７％となっており、次いで「市販のと変わ

らない」が１９％となっています。ほぼ好評と見て良いでしょう。 

    ・個別意見としては、「お洒落」、「かわいい」、「綺麗」という意見が多く見られますが、一方で「中が見

えるように包装を透明にした方が良い」という意見も比較的多くなっています。 

77%

19%

4%
「星に願いを」のパッケージデザイン

①おいしそうに見える ②市販のと変わらない ③おいしそうに見えない

 
 

 ○見た目 

    ・全アンケートを通して、「おいしそうに見える」という意見が７７％となっており、次いで「市販のと変わ

らない」が１９％となっています。 

    ・個別意見としては、「かわいい」という意見が多く見られます。 

77%

19%
4%

「星に願いを」の見た目

①おいしそうに見える ②市販のと変わらない ③おいしそうに見えない

 
 

 ○味 

   ・全アンケートを通して、「とてもおいしい」、「おいしい」という意見が９割を超えています。 

   ・個別意見としては、「しっとりとした食感が良い」など食感に関する意見が多く見られます。 

46%
51%

3%
0%「星に願いを」の味

①とてもおいしい ②おいしい ③おいしくない ④全くおいしくない
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 ○大きさ 

    ・全アンケートを通して、「ちょうど良い」という意見が８５％となっており、次いで「大きすぎる」が１４％と

なっています。 

    ・個別意見としては、「一口で食べられる大きさに小さくしてほしい」という意見も見られます。 

85%

14%

1%
「星に願いを」の大きさ

①ちょうど良い ②大きすぎる ③小さすぎる

 
 

 

  ○価格 

    ・アンケートを通して、「適正」という意見が６１％となっており、次いで「もう少し安くても良い」が３４％と

なっています。 

    ・「もう少し安くても良い」の中で具体的にあげられた価格としては、「７０円ぐらい」という意見が多く見

られます。 

61%

13%

34%

「星に願いを」の価格

①適正 ②もう少し高くても良い ③もう少し安くても良い

 
 

  ○商品名 

    ・アンケートを通して、「そのままで良い」という意見が７０％となっており、支持されていると判断されま

す。次いで「名寄に関するロゴも入れた方が良い」が２８％となっています。 

69%

13%

3%「星に願いを」の商品名

①そのままで良い ②名寄に関するロゴも入れた方が良い ③変えた方が良い
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  ⑥ひまわり工房「北の耀き」：ひまわり油「北の耀き」 

 
   ○見た目 

     ・アンケートを通して８９％の人が「良い」という意見となっています。 

     ・個別意見としては、「鮮やか」「綺麗」といった意見が多くなっており、総体的に非常に好感を持って

受け入れられています。 

 

89%

10%

1%「北の耀き」の見た目

①良い ②市販のと変わらない ③悪い
 

 

 ○パッケージ 

    ・「見やすくて良い」と「普通」という意見が約半数ずつとなっています。 

    ・個別意見としては、「高級感がある」という意見がある反面、「シンプルすぎる」といった意見も見受け

られます。 

 

51%46%

3%「北の耀き」のパッケージ

①見やすくて良い ②普通 ③見づらくて悪い
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 ○大きさ 

   ・内容量については、「ちょうど良い」という意見が全体の８割を超えています。 

   ・個別意見としては、「業務用としては小さい」という意見があり、今後の需要によっては業務用としての

商品展開も考えられます。 

 

83%

3%

9% 5%

0%
「北の耀き」の大きさ

①ちょうど良い ②多い ③もう少し多く ④少ない ⑤もう少し少なく
 

 

 ○商品名 

   ・当初の商品名は【新品種ひまわり油】であったが、アンケートの意見を参考に【ひまわり油「北の耀き」】

に変更されています。 

 

 

 ○価格 

   ・価格については、「適正」と「もう少し高くても良い」を合わせた意見が半数を超えています。 

   ・個別意見としては、「1,000 円ぐらい」という意見が１５件あり、個別意見全体の半数以上を占めていま

す。また、地場産ひまわりを使用した他の地域のひまわり油の価格は、同量程度で 1,000 円程度の価

格帯となっています。しかし、個別意見の中には「理由を納得できれば高くない」という意見もあること

から、商品のより詳しい説明やＰＲが必要と考えられます。 

 

■個別意見のまとめ 

件数0 2 4 6 8 10 12 14 16

①500円ぐらい

②800円ぐらい

③900円ぐらい

④1000円ぐらい

⑤1100円ぐらい

⑥1500円以上

「北の耀き」の値段

①500円ぐらい ②800円ぐらい ③900円ぐらい ④1000円ぐらい ⑤1100円ぐらい ⑥1500円以上
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